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過去5年間で見えた住宅火災の危険個所

　近年、暖房機器をはじめ家庭で使用する製品の
質の向上などにより製品自体からの出火は減少し
ていますが、火災の主な原因は、製品の使用誤り
や、消し忘れなどによる人的ミスがほとんどです。
火災を減少させるためには、火を使用する周辺の
整理整頓が重要です。
　また住宅用火災警
報器を設置すること
は、火災が発生した
場合の被害軽減に非
常に有効です。昨年
6月から住宅用火災
警報器の設置が義務
化されましたので、
まだの方はすぐに設
置しましょう。

消防本部消防課主幹　藤本  孝

住宅用火災警報器の設置を

　私がいつものようにテレビを見ているときでし
た。急に「ピーッピーッ」と寝室に付けていた住宅用
火災警報器が鳴りました。私はなぜ鳴ったのかわか
らずパニックになり、あわてて近所の人に連絡をし
ました。
　近所の人が、台所を見て「鍋に入っているブリの
照り焼きが丸焦げになっているよ。」とガスのスイッ
チを切ってくれました。その時、鍋に火をつけてい
たことを思い出しました。台所の鍋は、空炊きの状
態で、白い煙がもくもくと天井に広がっている状態
でした。
　住宅用火災警報器があって本当によかったです。
幸い鍋が焦げただけで済みましたが、もし警報器を
付けていなかったらと思うと「ゾーッ」とします。
 今思えば、付けてもらった警報器が私の家と命を
守ってくれたととても感謝しています。

忘れません、あの日の出来事…

灯明・ろうそく
　仏壇や神棚の灯明、ろう
そくが転倒し、火災になり
ました。

電気スト－ブ・石油ファンヒーター
　電気ストーブなどの上で洗濯物を乾
かし誤って落としたり、燃料タンクの
ふたの不完全な閉め方が原因で火災が
発生しました。

電気配線
　電気配線のショートにより火災が発生し
ました。配線の上に物を置いたり、コンセ
ントの緩み、たこ足配線が主な原因です。

ガスコンロ
　ガスコンロからの出火原因のほと
んどは、コンロの消し忘れにより、
天ぷら油が発火したことによるもの
です。

たばこ
　たばこの消し忘れによ
り、布団などに着火し、火
災になりました。

3位

1位2位

市内在住の90歳代女性
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あらゆる　 機から守る！
　皆さんの生命や財産を守り、また、被
害を軽減することを任務とする消防職員。
　私たちは、市内の各災害実態（統計）か
ら見えてくる危機を未然に防止し、排除
するために日々活動しています。
　過去5年間の消防・救助・救急活動の統計
から、安心して暮らせるまちづくりのた
めに、どのような対策が必要か、皆さん
と一緒にみてみましょう。

消
防
活
動

火
災
に
よ
る
損
害
総
額
は

８
億
円  

〜
建
物
火
災
の
脅
威
〜

　
小
野
市
に
お
け
る
火
災
件
数
は

近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

過
去
５
年
間
の
火
災
に
よ
る
損
害

は
総
額
で
約
８
億
円
に
上
り
ま
す
。

　
中
で
も
建
物
火
災
は
そ
の
大
部

分
を
占
め
て
お
り
、
多
額
の
損
害

が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
建
物
に
は
、
一
般
住
宅
や
共
同

住
宅
、
工
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

効
果
は
絶
大
！

　
昨
年
、
市
内
で
の
一
般
住
宅
の
火

災
に
よ
る
損
害
額
は
、
過
去
５
年
間

で
最
少
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
は
昨
年
末

で
75
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
物
火
災
が
発
生
す
る
と
、
多
額

の
財
産
や
人
命
を
失
う
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
火
災
警
報
器
は
、

火
災
に
よ
る
損
害
を
減
ら
す
効
果
は

あ
り
ま
す
が
、
火
災
の
発
生
そ
の
も

の
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

過去   年間でみる小野市消防特集

そ
の
う
ち
一
般
住
宅
の
火
災
件
数

は
建
物
火
災
全
体
の
53
％
を
占
め
、

過
去
５
年
間
を
平
均
す
る
と
１
年

間
に
約
６
件
の
住
宅
で
火
災
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
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住宅用火災警報器の設置率と火災損害額

建物  48％

その他  32％

林野  13％

車両  7％

その他：雑草・廃材など

火災件数の種別割合（5年間）
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写真は訓練のようす
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救急活動
　　

昨
年
１
年
間
の
市
内
で
の
救
急

出
動
件
数
は
過
去
最
多
を
記
録
し
、

前
年
よ
り
18
件
増
加
し
、
１
，
８

３
４
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
全
国
的
に
も
救
急
車
の

出
動
件
数
・
搬
送
人
員
数
は
と
も

に
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
救
急

車
で
搬
送
さ
れ
た
人
の
約
半
数
が

入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
と
い

う
現
状
も
あ
り
、
こ
の
中
に
は
、

本
来
、
救
急
車
を
利
用
す
る
必
要

が
な
か
っ
た
人
も
い
る
可
能
性
が

あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

救
急
出
動
件
数
は
過
去
最
多
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（件数）救
急
車
の
適
正
利
用

　
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
、

様
々
な
機
会
に
そ
の
啓
発
に
取
り

組
み
、
ま
た
平
成
20
年
度
か
ら
は

救
急
要
請
に
か
か
る
救
急
車
の
必

要
性
に
つ
い
て
調
査
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
調
査
内
容
は
、
救
急
要
請
の
概

要
や
周
辺
環
境
か
ら
、
救
急
車
の

必
要
性
を「
必
要
」「
や
や
必
要
」「
や

や
不
要
」「
不
必
要
」の
４
つ
に
分
類
。

調
査
の
結
果
、
出
動
件
数
は
増
加

し
て
い
る
も
の
の
、
平
成
20
年
に

比
べ
適
正
利
用
率
が
改
善
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　
市
内
に
３
台
配
置
し
て
い
る
皆

さ
ん
に
と
っ
て
大
切
な
救
急
車
。

今
後
も
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

必要  59％やや必要
　　26％

やや不必要
　　    13％

不必要  2％

必要  74％

やや必要
　　16％

やや不必要
　　      8％

不必要  2％

平成20年平成23年

救急車の適正利用率比較

5%改善

　小野市の「小」と「人が人を愛で包み
込む」イメージのデザインで、救急車
や救急隊員のワッペンに平成7年から
使用しています。

全事業所への立入検査を実施します

　火災件数の減少を目指し、全事業所への立入検査を実施
します。
　各事業所の方々は日々の点検を確実に行い、防火上安全
な施設の維持に努めてください。

お知らせ

救急隊のマーク

※消防法の改正により事業所への立入検査は、　
　事前通告なしに実施することができるよう
　になりましたので、ご協力をお願いします。
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過去   年間でみる小野市消防特集
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出
動
原
因
の
多
く
は

交
通
事
故

　
救
助
隊
は
、
交
通
事
故
、
機
械

に
よ
る
事
故
、
建
物
の
倒
壊
な
ど
、

主
に
救
助
資
機
材
を
使
用
し
て
人

命
を
救
助
す
る
際
に
出
動
し
ま
す
。

　
昨
年
１
年
間
の
救
助
出
動
の
件

数
は
48
件
。
う
ち
交
通
事
故
件
数

は
40
件
で
過
去
５
年
間
で
最
多
と

救助活動

な
り
ま
し
た
。
交
通
事
故
に
は
、

車
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
り
、
は
さ

ま
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
自
力

で
は
脱
出
で
き
ず
救
助
が
必
要
な

も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
過
去
５
年
間
の
統
計
か
ら
危
険

個
所
を
把
握
し
、
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
安
全
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

19 20 21 22 23 （年）

（件数）

救助出動件数の推移

救助出動を要する交通事故発生ワースト3は
すべて国道175号の交差点

　国道175号での交通事
故が非常に多く起こってい
ます。その中でも、写真で
示す3か所で、多くの車両
が絡む大きな事故が多発し
ています。

救助隊の訓練のようすを
ちょっと紹介

登山などで山に取り残された要救助者
を救出する山岳救助訓練

河川氾濫などにより取り残された要救
助者を救出する水難救助訓練

地震災害などによって倒壊の危険性が
ある建物の安定を図り、救助隊員の安
全確保と、円滑な救助活動を実施する
ショアリング

ワースト
1

ワースト
3

天神町交差点

市場東交差点

浄谷町中交差点

ワースト
2

全体

交通事故

平成22年2月、電柱に衝突した車＝山田町
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平成24年度からの
市・県民税の主な税制改正

①
年
少
扶
養
親
族
（
扶
養
親
族
の
う
ち

　
年
齢
16
歳
未
満
の
方
）
に
対
す
る
扶

　
養
控
除
の
廃
止
。

※

た
だ
し
、
非
課
税
判
定
や
保
育
料
な

　
ど
各
種
制
度
と
の
関
連
で
、
申
告
書

　
に
親
族
の
名
前
な
ど
は
必
ず
記
入
。

②
年
齢
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
扶
養
親

　
族
に
対
す
る
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部

　
分
（
12
万
円
）
を
廃
止
し
、
扶
養
控

　
除
額
を
33
万
円
に
。

扶
養
控
除
の
見
直
し

　
扶
養
控
除
の
見
直
し
に
よ
り
、
扶
養

親
族
や
控
除
対
象
配
偶
者
が
同
居
の
特

別
障
害
者
で
あ
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
は

同
居
し
て
い
る
特
別
障
害
者
の

控
除
加
算
方
法
を
変
更

扶
養
控
除
や
配
偶
者
控
除
の
額
に
23
万

円
を
加
算
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24

年
度
か
ら
は
特
別
障
害
者
に
対
す
る
障

害
者
控
除
30
万
円
に
23
万
円
を
加
算

し
、
53
万
円
に
。

　
年
少
扶
養
親
族
（
年
齢
16
歳
未
満
の

方
）
の
扶
養
控
除
が
適
用
で
き
な
い
場

合
で
も
、
障
害
者
で
あ
れ
ば
障
害
者
控

除
は
継
続
し
て
適
用
。

　
昨
年
１
月
１
日
以
降
に
行
っ
た
寄
附

金
に
対
し
て
、
税
額
控
除
の
適
用
下
限

額
を
５
，
０
０
０
円
か
ら
２
，
０
０
０

円
に
引
き
下
げ
。

　
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
う
ち
、①

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万

円
以
下
で
②
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の

方
は
、
確
定
申
告
の
必
要
な
し
。

寄
附
金
税
額
控
除
の

対
象
と
な
る
額
の
引
き
下
げ

公
的
年
金
所
得
者
の

確
定
申
告
手
続
き
を
簡
素
化

※

た
だ
し
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

　
告
（
医
療
費
控
除
な
ど
）
や
株
式
な

　
ど
の
損
失
を
翌
年
に
繰
り
越
す
申
告

　
は
で
き
ま
す
。

※
な
お
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

　
以
外
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
額
の
多

　
少
に
か
か
わ
ら
ず
市
・
県
民
税
の
申

　
告
は
必
要
で
す
。

公的年金等による収入がある方の申告フローチャート

年金収入は400万
円以下ですか？

公的年金のほかに
所得はありますか？

所得税が源泉徴収
されていますか？

申告は不要です。

所得税が還付される
場合があります。

申告相談会場にお
越しください。

所得税の確定申
告が必要です。

所得計算が
必要です。

所得税が源泉徴収
されていますか？

申告相談会場にお
越しください。

申告用紙をお送
りしますので税務
課までご連絡く
ださい。

公的年金以外の所得（事業・農業・不
動産・譲渡所得など）の金額が20万
円を超えていますか。
（給与の場合は収入85万円以上）

確定申告は不要で
すが市・県民税の
申告が必要です。

所得税が還付される場合があります。
（確定申告をされなくても市・県民
税の申告は必要です）

はい

いいえ はい

いいえ

はい

いいえ

はい いいえ

はい

いいえ

わからない

スタート

0　　　　　15 16 　18 19　22 23　　　　　69 70（年齢）

33

38

45

（万円）

扶養控除
（年少） 特定扶養控除 扶養控除

（成年）

老年扶
養控除

廃止

縮減

同居老親等加算

扶養控除な
どに加算

同居特別
障 害 者

26万円

30万円

53万円

26万円

30万円

障害者控除の控除額

普　　通
障 害 者

特　　別
障 害 者

区　分 改正前 改正後
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▽
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

　
る
方

▽
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え

　
る
方

▽
給
与
の
年
収
が
２
，
０
０
０
万
円
を

　
超
え
る
方

▽
給
与
所
得
者
で
、
年
の
途
中
で
就
職
・

　
退
職
し
、
年
末
調
整
を
さ
れ
て
い
な

　
い
方
な
ど

　
年
末
調
整
を
さ
れ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

確
定
申
告
が
必
要
な
方

申告は正しく、期限内に 2/16 3/15
木 木

　確定申告は、昨年１年間に生じた所得金額
と税額などを計算し、申告書に記載して税務
署に提出するものです。
　　　　　 社税務署（☎0795-42-0223）

　市では申告期間中、会場を設けて申告相談
を受け付けています。　　　　　
　　税務課（☎63-1000  内線583・584）

の
う
ち
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
、
雑
損
控
除
な
ど
を
受
け

ら
れ
る
方
や
、
年
末
調
整
の
際
に
配
偶

者
特
別
控
除
や
生
命
保
険
料
控
除
な
ど

の
控
除
漏
れ
が
あ
っ
た
方
は
、
確
定
申

告
を
す
る
こ
と
で
所
得
税
が
還
付
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
市
・
県
民
税
は
、
昨
年
中
に
生
じ
た

所
得
に
対
し
、
今
年
６
月
以
降
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
を
さ
れ
た
方
や
確
定
申
告

書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
市
・
県
民
税

の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
昨
年
に
市
・
県
民
税
の
申
告

を
さ
れ
た
方
に
は
、「
市
・
県
民
税
申

告
書
」
を
２
月
上
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

◆
申
告
を
し
な
い
と…

　
給
与
や
公
的
年
金
な
ど
の
支
払
報
告

書
の
あ
る
方
を
除
き
、
所
得
の
申
告
を

さ
れ
な
い
と
、「
所
得
・
課
税
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措

置
を
受
け
る
た
め
に
は
、
加
入
者
全
員

の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

市
・
県
民
税
の
申
告

所得税の確定申告

市役所での確定申告相談日程表

●時　　間　9：00～16：00

●場　　所　市役所第2庁舎（本庁舎北側）第1会議室

●必要書類

　・印かん

　・源泉徴収票（原本）

　・本人名義の通帳、または口座番号が分かるもの

　・生命保険料控除証明書、国民年金保険料控除証明書など

　・医療費の領収書（事前に集計してください）

　・収入明細書、経費明細書など所得計算に必要なもの

　（農業所得などの収支内訳書は事前に作成してください）

※市役所での申告相談は、例年大変混み合い、待ち時間が

　長くなることがあります。ご了承ください。

※譲渡所得のある方、住宅借入金等特別控除で連帯債務の

　ある方、営業などで課税売上高が1,000万円以上ある方、

　または雑損控除の申告をされる方は、社税務署へ。

税理士による無料申告相談

※譲渡所得、相続税、贈与税の申告相談はしていません。

期　間 2月20日（月）～22日（水）

時　間 9：30～12：00、13：00～16：00

場　所 小野商工会館

※青字：税務署担当者も申告相談を行います。
※2月26日（日）は申告相談を行います。
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「小野市スポーツ賞表彰式並びに講演会」開催

　
昨
年
中
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手
、
ま
た

は
優
秀
な
選
手
育
成
に
尽
力
さ
れ
た

指
導
者
に
「
小
野
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
」

を
贈
り
ま
す
。（
下
記
参
照
）　
ま
た
、

小
野
市
体
育
協
会
賞
（
ス
ポ
ー
ツ
奨

励
賞
）
も
併
せ
て
表
彰
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
度
は
、
カ
ナ
ダ
最
高

峰
・
ロ
ー
ガ
ン
（
５
，
９
５
９
㍍
）

南
東
壁
を
初
登
攀
し
、
登
山
界
の
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
と
も
称
さ
れ
る
「
ピ
オ

レ
ド
ー
ル
（
黄
金
の
ピ
ッ
ケ
ル
）
賞
」

を
受
賞
し
た
岡
田
康
さ
ん
を
ス
ポ
ー

ツ
特
別
賞
と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

　
表
彰
式
終
了
後
に
は
、
元
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
選
手
で
引
退
後
、
監

督
、
解
説
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
松
木
安
太
郎
さ
ん
＝
写
真
＝
の
講

演
会
（
演
題
「
負
け
て
た
ま
る
か
サ
ッ

カ
ー
人
生
」）
を
開
催
し
ま
す
。

　　

参加申し込み方法は広報１月号
で掲載。先着500人のため、本
広報発行時には受け付けを終了
している場合があります。ご了
承ください。
体育保健課（☎63-2591）

2月12日（日)　14：00～ 第1部「スポーツ賞表彰式」
　　　　　　　15：00～ 第2部「講演会」
市民会館大ホール

スポーツ選手賞（34人）
中上  佐代子 （主婦） ボウリング

長谷川  和正 （会社員） 陸上競技

田中　千洋 （自営業） 陸上競技

横山　亜依 （小野高 3年） サッカー

佐々木  駿成 （小野高 2年） 陸上競技

岡田　真衣 （小野高 2年） 水泳

菅野　聡 （小野高 1年） 水泳

藤原　秀朗 （小野中 3年） 水泳

鳥居　天凱 （小野中 3年） 柔道

松井　海斗 （小野中 2年） 柔道

東部　雄大 （小野中 2年） 柔道

三木　暁代 （小野中 2年） 柔道

上村　宗平 （旭丘中 2年） 陸上競技

溝渕　勇也 （小野中 1年） 柔道

藤原  崇太郎 （小野中 1年） 柔道

繁田　月澄 （小野小 6年） 陸上競技

田中　翔 （小野東小6年） 陸上競技

山田　秀勝 （市場小 6年） 陸上競技

栁　　和真 （小野小 5年） 陸上競技

松浦　優花 （大部小 5年） 陸上競技

山田　愛実 （小野東小4年） 陸上競技

田中　一平 （大部小教諭） バレーボール

門脇　創一 （神戸特別支援学校教員） ウエイトリフティング

下岡　大輝 （育英高校3年） 柔道

村田　祐基 （西脇北高3年） 陸上競技

田中　綾乃 （神戸常盤女子高3年） ソフトボール

森本　新菜 （夙川学院高3年） 陸上競技

小東　星二 （社高 2年） 陸上競技

中川　広希 （東洋大学附属姫路高1年） 野球

井上　彪留 （小野中 3年） 野球

芝本　賢也 （小野中 3年） 野球

田中　健晶 （小野南中3年） 野球

井上　博也 （小野南中2年） 野球

石田　和臣 （下東条小2年） 柔道

井上増吉賞（1人）
小林  祐梨子 （会社員） 陸上競技

スポーツ特別賞（1人）
岡田　康 （山岳ガイド） 登山

スポーツ大賞（3人）
見附　絵莉 （早稲田大学1年） ウエイトリフティング

山口　賢三 （姫路聴覚特別支援学校2年） 陸上競技

吉田　伊吹 （小野東小5年） ゲートボール

スポーツ勲功賞（13人）
大塚　幹典 （小野高教諭）　 空手道

花房　潔 （小野高教諭） 水泳

管野　大輔 （小野中教諭） 柔道

北村　教雄 （旭丘中教諭） 陸上競技

坂本　慎吾 （小野小教諭） 陸上競技

橋本　裕介 （小野小教諭） 陸上競技

安田　明代 （小野小教諭） 陸上競技

山中　宏之 （小野東小教諭） 陸上競技

森　　啓一 （小野東小教諭） 陸上競技

萩原　由典 （小野東小教諭） 陸上競技

下山　晃宜 （下東条小教諭） 陸上競技

井上　美和 （大部スポーツ少年団指導者） バレーボール

小林  貴美子 （大部スポーツ少年団指導者） バレーボール

スポーツ選手賞（8団体）
小野高等学校女子空手道部 空手道

小野中学校男子柔道部 柔道

旭丘中学校陸上競技部女子駅伝チーム 陸上競技

小野小学校駅伝チーム 陸上競技

小野東小学校男子リレーチーム 陸上競技

小野東小学校女子リレーチーム 陸上競技

大部スポーツ少年団少女バレーボール部 バレーボール

下東条小学校男子リレーチーム 陸上競技

小野市スポーツ賞受賞者

ところ

と　き

と
う
は
ん

（敬称略）
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～509通りの向かう先あってもええやん～
夢と希望を届ける1,485冊

2012成人式

　
１
月
９
日
、「
２
０
１
２
成
人
式
」

が
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

会
場
に
は
新
成
人
４
１
７
人
が
足
を

運
び
ま
し
た
。

　
今
年
の
成
人
式
も
、
新
成
人
で
構

成
さ
れ
た
実
行
委
員
会
が
さ
ま
ざ
ま

な
演
出
を
企
画
。

　
会
場
入
り
口
の
階
段
に
は
、
今
年

の
成
人
式
タ
イ
ト
ル
に
ち
な
み
「
夢

の
実
現
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ア
ー

ト
階
段
が
お
出
迎
え
。

　
さ
ら
に
、
受
付
で
は
実
行
委
員
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
エ

コ
バ
ッ
グ
を
配
付
し
ま
し
た
。

ゆめんちゅ

　
式
典
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
実

行
委
員
が
「
夢
人
（
ゆ
め
ん
ち
ゅ
）

＝
夢
追
い
人
」
と
し
て
、
自
分
の
夢

や
目
標
を
叫
び
、
メ
ー
ン
と
な
る
第

１
部
「
〜
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ

と
あ
っ
た
や
ん
〜
」
で
は
、
新
成
人

が
舞
台
・
客
席
か
ら
夢
や
目
標
を
熱

く
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
保
護
者
の
方
か
ら
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
、
新
成
人
は
感
謝
の

気
持
ち
を
抱
き
、
自
分
の
夢
や
目
標

の
実
現
に
向
け
、
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

絵
本
回
収
の
お
礼

　
今
年
の
成
人
式
で
は
、
新
た
な

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
絵
本
の

回
収
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
目

標
の
千
冊
を
大
き
く
上
回
る
１
，

４
８
５
冊
も
の
絵
本
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
、
実
行
委
員
一
同
、
感

激
し
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
絵
本
は
、
選
別
し
て
、

宮
城
県
南
三
陸
町
の
図
書
館
や
絵

本
を
手
に
し
た
こ
と
が
な
い
海
外

の
子
ど
も
達
に
贈
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受付で持ち寄った絵本を手渡す新成人

会
場
入
り
口
の
階
段
で
は
、
夢
の
実
現
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
木
や
虹
の
ア
ー
ト
が
お
出
迎
え

司会を務める堀口愛水さん（写真左）と
福岡みさきさん

社会に貢献できるように仕事を頑張ると
目標を述べる泰井健伍さん

会場で、実行委員からのメッセージに耳を傾け
る新成人ら

回収した絵本の冊数を報告する実行委員・足立快斗
さん。舞台上の題字は実行委員・藤尾祐唯さん作

実行委員・儀間明日花さんがデ
ザインしたパンフレットと、夢人
のロゴの入ったエコバッグ



白雲谷温泉ゆぴか　黍田町1000番地の1（☎70-0261）
営業時間　10：00～22：00（受付は21：30まで）

2月5日（日）・19日（日）
13：30～16：30

図書館

日 時

場 所

小学校漢字　18級からスーパー級

中学校漢字　6級から 1級

小学校計算　20級から 1級

中学校計算　9級からスーパーＥ級

スピード計算　初級・中級・上級

音　　　読　初級・中級・上級

検定部門

　※各級を合格された方には、合格認定証
　　を送付します。

問い合わせ先
教育委員会いきいき社会創造課
（☎63-2445）

毎
月
欠
か
さ
ず
に「
お
の
検
定
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

97
歳
の
土
取
さ
ん（
グ
ッ
ド
タ
イ
ム
リ
ビ
ン
グ
で
）

広報「おの」　2012.211

　
　

白雲谷温泉ゆぴか

　市では、災害・避難情報を迅速に配信するため、メー

ルアドレスの登録を必要としないNTTドコモの緊急速報

「エリアメール」の運用を開始しています。

　「エリアメール」は、NTTドコモが提供する携帯電話

向けの災害情報伝達手段で、

市内の携帯電話基地局エリ

アに存在するドコモの携帯

電話にメッセージを一斉に

配信するシステムです。（エ

リアメール受信機能を持っ

た携帯電話に限る。）

・避難準備情報、避難勧告、避難指示
・土砂災害警戒情報
・国民保護にかかる情報（ミサイル発射など）
※「災害・避難情報」を受信したら…市が配信したメッセー
　ジ本文に記載している勧告や指示などに沿って、あわ
　てずに行動してください。

〔ご注意ください！〕
・緊急速報「エリアメール」は、エリアメールの受信に対
　応した携帯電話のみご利用いただけます。対応機種や
　設定方法などについては、NTTドコモのホームページ
　をご覧ください。

●問い合わせ先　
　防災・地域安全グループ（☎63-3387）

緊急速報「エリアメール」運用開始！

緊急速報

「美な～れキャンペーン」

　昨年の4月から平日限
定で行っています「美な
～れキャンペーン」が3
月30日（金）をもって終
了します。まだ、体験
いただいていない方は
ぜひ、この機会にご利
用ください。

「ゆぴかCM放送中！」
　朝10時前より、CMと時報を下記のFM放送で流していま
す。ぜひ、一度お聞きください。
●FMみっきぃ　76.1MHz 
●BAN-BANラジオ　86.9MHｚ
　インターネットでも聞くことができます。
●サイマルラジオ（http://www.simulradio.jp）

●岩盤浴　通常価格 600円　　
　 ※ミネラルウォーター別売　※別途入浴料600円必要

300円平日
限定

3月30日
まで！

①「緊急地震速報」（気象庁から配信）

②「災害・避難情報」（小野市から配信）

　
家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
の
う
ち
、

約
半
分
は
紙
類
。

　
そ
の
中
に
は
、
メ
モ
用
紙
、
包
装
紙

と
い
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
が

多
く
混
ざ
っ
て
い
ま
す
が
、
月
に
１
度

収
集
す
る
古
紙
類
と
し
て
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資

源
」。
適
正
な
分
別
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
お
願
い

○
容
器
包
装
ご
み
を
収
集
し
て
い
る
地

域
で
は
、
菓
子
箱
や
包
装
紙
な
ど
は

月
に
１
度
収
集
し
て
い
る
「
紙
製
容

器
包
装
ご
み
」
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
カ
ー
ボ
ン
紙
、
写
真
、
感
熱
紙
な
ど

は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。
「
可

燃
ご
み
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
個
人
情
報
の
分
か
る
も
の
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
「
可
燃
ご

み
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ク
ル
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。

R
efuse

（
断
る
）

・
買
い
物
の
際
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

　
参
し
、
レ
ジ
袋
を
断
る
。
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20
歳
に
な
っ
て
間
も
な
い
、
社
会
的
経
験
の
浅
い
消

費
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
で
す
。
未
成
年
者
の
場
合
、

締
結
し
た
購
入
契
約
の
取
り
消
し
は
可
能
で
す
が
、
成

人
に
な
る
と
一
方
的
な
契
約
取
り
消
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
商
品
の
販
売
と
い
う
主
た
る
目
的
を
隠
し
て
呼
び
出

さ
れ
、
商
品
の
購
入
契
約
を
し
た
場
合
、
た
と
え
店
舗

販
売
で
あ
っ
て
も
、
訪
問
販
売
と
同
様
に
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
が
で
き
る
期
間
で
あ
る
８
日
を
過
ぎ
て
か
ら
解
約

を
す
る
場
合
、
相
手
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
合
意
に
至

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
解
約
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

し
、
仮
に
解
約
で
き
た
と
し
て
も
高
額
な
違
約
金
を
支

払
う
こ
と
に
な
る
ケ
ー
ス
も
。

　
不
審
に
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
警
察
署
や
小
野
市
消
費

生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
☎
　
１
６
８
６
）
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

家庭でできる節電メニュー

◯63

新
成
人
を
狙
っ
た
　
　

悪
質
商
法
に
注
意
！

　家庭で無理なくできることをチェ
ックして、節電に取り組みましょう。

◆エアコン
　①重ね着などをし、室温20°Cを心がけ
　　る。
　②窓には厚手のカーテンを。

◆冷蔵庫
　①冬の間、冷蔵庫の設定を「弱」に。
　　（食品の傷みにご注意ください。）
　②扉をあける時間をできるだけ減らす。
　③食品をつめこまないようにする。

◆ジャー炊飯器
　①早朝にタイマー機能で1日分まとめ炊
　　き。
　②保温機能は使用せず、よく冷まして
　　から冷蔵庫に。
　　　　　　※経済産業省節電アクションより

R
educe

（
減
量
）

・
生
ご
み
を
水
切
り
す
る
。

・
必
要
な
も
の
だ
け
買
う
。

R
euse

（
再
使
用
）

・
洗
剤
な
ど
は
、
詰
め
替
え
用
を
購
入

　
し
、
容
器
を
再
使
用
す
る
。

R
epair

（
修
理
）

・
壊
れ
た
物
を
修
理
し
て
使
う
。

R
ecycle

（
再
利
用
）

・
ご
み
を
出
す
時
は
分
別
し
、
リ
サ
イ

　
　
20
歳
に
な
っ
た
あ
る
日
の
こ
と
、
突
然
自
宅
に
知

　
ら
な
い
人
か
ら
電
話
が
か
か
り
、
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン

　
ト
を
渡
し
た
い
か
ら
駅
ま
で
来
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

　
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
え

　
る
と
い
う
の
で
出
向
い
た
ら
、
近
く
の
事
務
所
に
連

　
れ
込
ま
れ
、
強
引
な
勧
誘
で
高
価
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
を

　
買
わ
さ
れ
た
。

事
例

可
燃
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る
資
源

手
軽
に
ご
み
の
減
量
化「
５
Ｒ
運
動
」

ょ
っ
と
、
ひ
と
手
間

ご
み
の
分
別
と
減
量
化

ち

　
北
播
磨
県
民
局
で
は
、
平
成
18

年
度
の
ご
み
排
出
量
に
対
し
今
年

度
末
ま
で
に
２
割
削
減
す
る
「
ご

み
２
割
減
量
北
は
り
ま
大
作
戦
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
５
Ｒ
運
動
」
を
実
践
し
、
ご

み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
契
約
も
成
人
と
し
て
の
責
任



障
が
い
福
祉
講
演
会
　
　
　

「
病
気
の
力
、
当
事
者
の
力

〜
べ
て
る
の
家
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

〜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

介
護
保
険（
確
定
申
告
関
係
）

介
護
保
険
関
係
の
所
得
控
除
　
　

　
　
　
　
　
　

要
介
護
認
定
者
に
係
る
障
害
者
控
除
を

受
け
る
た
め
の
認
定
書
を
交
付
　
　

　
　
　
　
　
　

「
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
」の

参
加
申
し
込
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　「
病
気
や
障
が
い
と
『
と
も
に
生
き

る
』」
と
い
っ
た
精
神
病
と
の
向
き
合

い
方
を
原
点
に
、
当
事
者
の
地
域
活
動

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実

践
さ
れ
て
い
る
講
師
か
ら
、
精
神
障
が

い
の
あ
る
当
事
者
の
体
験
談
な
ど
を
お

聞
き
し
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
18
日
㈯
14
時
か
ら
16
時

ま
で

▼
場
所
　
滝
野
文
化
会
館
（
加
東
市
下

滝
野
１
３
６
９
番
地
１
）

▼
講
師
　
向
谷
地
生
良
さ
ん
（
社
会
福

祉
法
人
浦
河
べ
て
る
の
家 

理
事
）

▼
申
し
込
み
方
法
　
２
月
10
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
・

氏
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
小
野

市
障
害
者
地
域
生
活
・
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
　
１
０
０
０
内
線
７
２

５
・
７
３
５
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
１
０
１
９
）

▼
主
催
　
北
播
磨
障
害
者
（
児
）
地
域 

　
自
立
支
援
協
議
会

　
神
戸
新
聞
社
で
は
結
婚
50
年
を
迎
え

ら
れ
る
ご
夫
婦
を
お
招
き
し
、
長
寿
と

繁
栄
を
祝
う
式
典
を
行
い
ま
す
。
該
当

さ
れ
る
方
の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
開
催
日
時
　
５
月
13
日
㈰
13
時
か
ら

▼
開
催
場
所
　
小
野
市
民
会
館

▼
対
象
　
昭
和
38
年
中
に
婚
姻
届
を
提

　
出
さ
れ
た
ご
夫
婦

▼
申
し
込
み
方
法
　
高
齢
介
護
課
窓
口
、

神
戸
新
聞
社
支
社
、
総
局
、
販
売
所

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
先

【
持
参
の
場
合
】

○
神
戸
新
聞
社
の
県
内
各
支
社
、
総
局

○
最
寄
り
の
神
戸
新
聞
販
売
所

【
郵
送
の
場
合
】

○
〒
６
５
０－

８
５
７
１
　
神
戸
新
聞

社
地
域
活
動
局
「
金
婚
式
」
係

▼
締
め
切
り
　
２
月
29
日
㈬
必
着

※

先
着
順

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
神
戸
新
聞
社
地
域

　
活
動
局
「
金
婚
式
」
係

　（
☎
０
７
８－

３
６
２－

７
０
８
６
）

　
介
護
保
険
で
要
介
護
と
認
定
さ
れ
た

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
う
ち
、「
寝

た
き
り
状
態
が
半
年
以
上
継
続
し
て
い

る
」、「
認
知
症
が
重
度
で
あ
る
」
な
ど

の
基
準
を
満
た
す
方
に
対
し
て
、
所
得

税
や
市
・
県
民
税
の
障
害
者
控
除
を
受

け
る
た
め
の
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

▼
申
請
方
法
　
高
齢
介
護
課
備
え
付
け

の
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
介
護
保
険

証
と
印
か
ん
も
必
要
）

※

交
付
ま
で
に
数
日
を
要
す
る
た
め
余

裕
を
持
っ
て
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
要
介
護
認
定
者
で
も
身

体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
の
方
は
、
改
め
て
認
定
書
の

交
付
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
社
会
保
険
料
控
除
◆

　
納
め
た
介
護
保
険
料
は
、「
社
会
保

険
料
控
除
」
と
し
て
控
除
で
き
ま
す
。

昨
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
１
年
間
に

納
め
た
額
が
対
象
で
す
。

※

注
意
　
介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
納

め
ら
れ
て
い
る
場
合
（
特
別
徴
収
）
は
、

被
保
険
者
本
人
の
み
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
障
害
者
控
除
◆

　
障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定
を
受
け

ら
れ
た
方
は
、
障
害
者
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。（
申
請
方
法
は
上
段
に
記

載
の
と
お
り
）

◆
医
療
費
控
除
◆

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場

合
で
、
利
用
料
の
領
収
書
に
医
療
費
控

除
の
対
象
と
な
る
金
額
が
記
載
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
要
介
護
者
の
お
む
つ
代
は
、

医
師
の
証
明
に
よ
り
、
医
療
費
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
お
む
つ
代

に
つ
い
て
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の

が
２
年
目
以
降
で
、
お
む
つ
の
使
用
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
要
介
護
認
定
者
は
、

市
長
が
交
付
す
る
「
お
む
つ
使
用
の
確

認
書
」
に
よ
り
医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
医
療
費
控
除
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
印
か
ん
・
介
護
保
険
被
保
険

者
証
を
持
参
し
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
高
齢
介
護
課
介
護

　
保
険
係
（
☎
　
１
５
０
９
）

暮
ら
し
の
情
報

福
祉
・
介
護
保
険 
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北
播
磨
障
害
者（
児
）地
域
自
立

支
援
協
議
会
　
後
期
研
修
会
　
　

む
か
い  

や    

ち   

い
く
よ
し
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市
で
は
、
要
介
護
状
態
の
方
が
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
地
域
に
密
着
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
市
場
町
に
、
新
し
い
介

護
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
な
お
、
施
設
の
運
営
は
、
公
募
に
よ

り
市
の
審
査
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
た
法

人
が
行
い
ま
す
。

▼
施
設
の
内
容
（
種
類
）　
認
知
症
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
／
小
規
模
多

機
能
介
護
施
設

▼
施
設
の
運
営
主
体
　
㈱
フ
ァ
イ
ブ

シ
ー
ズ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
（
本
部
・
神
戸

市
長
田
区
）

▼
施
設
の
名
称
　
ま
ん
て
ん
堂
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
お
の
南
／
ま
ん
て
ん
堂
小

規
模
多
機
能
型
ホ
ー
ム
お
の
南

▼
施
設
の
場
所
　
市
場
町
１
０
８
０
番

地
の
１
、
１
０
８
０
番
地
の
３

▼
利
用
対
象
　
い
ず
れ
の
サ
ー
ビ
ス
も

左
表
の
と
お
り
一
定
の
要
介
護
度
を

必
要
と
し
ま
す
。（
市
内
の
被
保
険

者
に
限
定
）

▼
利
用
料
　
い
ず
れ
の
サ
ー
ビ
ス
（
食

費
・
居
住
費
除
く
）
も
介
護
報
酬
の

１
割
と
な
り
ま
す
が
、
要
介
護
度
の

程
度
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
　
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
㈱
フ
ァ
イ
ブ
シ
ー
ズ

ヘ
ル
ス
ケ
ア
へ
直
接
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
先
　
㈱
フ
ァ
イ
ブ
シ
ー
ズ

ヘ
ル
ス
ケ
ア
（
〒
６
７
５－

１
３
２

７
　
小
野
市
市
場
町
１
０
８
０
番
地

の
１
　
☎
　
１
８
８
５
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
高
齢
介
護
課
介
護

保
険
係
（
☎
　
１
５
０
９
）

▼
職
務
内
容
　
昼
間
保
護
者
の
い
な
い

家
庭
の
小
学
校
低
学
年
児
童
に
対
し

て
、
遊
び
を
通
じ
て
生
活
指
導
な
ど

を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員
　
数
人

▼
資
格
要
件
　
60
歳
未
満
で
、
保
育
士

資
格
ま
た
は
教
員
免
許
を
有
し
、
児

童
の
健
全
育
成
に
熱
意
が
あ
る
方
。

▼
採
用
期
間
　
本
年
４
月
１
日
か
ら
来

年
３
月
31
日
ま
で

※

臨
時
指
導
員
は
６
か
月
間
（
更
新
制

度
あ
り
）

▼
勤
務
場
所
　
市
内
小
学
校
な
ど
の
各

　
ク
ラ
ブ
室

▼
勤
務
時
間
　
原
則
と
し
て
下
校
時
か

ら
18
時
ま
で
（
毎
週
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
の
週
３
日
程
度
）

※

夏
休
み
な
ど
は
、
８
時
か
ら
18
時
ま

で
の
交
替
制
で
す
。

▼
時
給
　

○
正
規
指
導
員
　
１
，
３
０
０
円

○
臨
時
指
導
員
　
１
，
１
０
０
円

▼
応
募
方
法
　
２
月
10
日
㈮
ま
で
に
子

育
て
支
援
課
に
履
歴
書
（
写
真
添

付
）・
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、
所

定
の
申
込
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法
　
書
類
選
考
の
う
え
面
接

を
行
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
子
育
て
支
援
課
保
育
係

　（
☎
　
１
６
４
５
）

福
　
祉

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
小
規
模
多
機
能

介
護
施
設
が
２
月
に
オ
ー
プ
ン
　
　

　
　
　
　
　
　

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
指
導
員
の
募
集

　
　
　
　
　
　

◯63

◯63
◯62

施設完成イメージ

種類【定員】 サービス内容

認知症高齢者
グループホーム
【定員18人】 

小規模多機能
介護施設
【定員25人】 

認知症の方を対象に共同生活がで
きる場で、食事、入浴などの介護
や機能訓練を提供
●居室：ユニット型個室
●対象：要支援2以上

通所介護を中心に、訪問介護や宿
泊を組み合わせて、食事、入浴な
どの介護を提供
●宿泊室：9室
●対　象：要支援1以上



暮
ら
し
の
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福
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縦
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・
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小
野
市
公
共
下
水
道
の
都
市
計
画
変

更
（
案
）
に
係
る
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

　
こ
の
案
に
対
し
意
見
が
あ
る
方
は
、

縦
覧
期
間
終
了
日
ま
で
に
文
書
で
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
変
更
内
容
　
都
市
計
画
の
一
部
区
域

の
変
更

▼
縦
覧
場
所
　
水
道
部
工
務
グ
ル
ー
プ

▼
縦
覧
期
間
　
２
月
27
日
㈪
か
ら
３
月

12
日
㈪
ま
で
　

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
部
工
務
グ

ル
ー
プ
（
☎
　
１
０
０
４
）

　　
４
月
に
市
内
の
小
・
中
学
校
へ
入
学

さ
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
皆
様
に
、

１
月
末
付
け
で
就
学
通
知
書
を
送
付
し

ま
し
た
。

　
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
や
、

国
立
・
私
立
の
小
・
中
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
場
合
な
ど
は
、
学
校
教
育
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
学
校
教
育
課
（
☎
　
２
４
０
９
）

　
市
内
の
小
・
中
学
校
お
よ
び
特
別
支

援
学
校
に
お
い
て
、
障
が
い
の
あ
る
児

童
生
徒
の
学
校
生
活
を
補
助
す
る
介
助

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
高
卒
以
上
の
学
歴
を
有

す
る
55
歳
未
満
の
方
（
今
年
３
月
末

時
点
）
で
、
特
別
支
援
教
育
や
市
の

教
育
行
政
の
推
進
に
深
い
理
解
と
熱

意
の
あ
る
方
。

▼
待
遇
　
市
臨
時
職
員
の
身
分
取
り
扱

い
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
。

▼
応
募
方
法
　
学
校
教
育
課
へ
履
歴
書

と
印
か
ん
を
持
参
し
、
所
定
の
登
録

申
出
書
に
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

（
教
諭
免
許
状
を
お
持
ち
の
方
は
そ

の
写
し
を
提
出
）

▼
応
募
期
限
　
２
月
22
日
㈬

▼
選
考
方
法
　
書
類
選
考
の
う
え
、
面

　
接
を
行
い
決
定
し
ま
す
。
（
３
月
上

　
旬
決
定
）

▼
採
用
人
数
　
数
人
（
予
定
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
学
校
教
育
課
（
☎
　
２
４
０
９
）

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内
の
市
町

組
合
立
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
（
神

戸
市
を
除
く
）
の
非
常
勤
講
師
（
初
任

教
員
研
修
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
勤
務
内
容
　
初
任
者
研
修
に
係
る
授

業
の
補
充
な
ど
　
　
　
　

▼
報
酬
な
ど
　
１
時
間
あ
た
り
２
，
７

８
０
円
（
変
更
に
な
る
可
能
性
あ

り
）

※

交
通
費
は
、
支
給
限
度
額
の
範
囲
で

実
費
支
給

▼
応
募
資
格
　
希
望
す
る
校
種
の
教
育

　
職
員
免
許
法
に
定
め
る
小
・
中
・
高

　
等
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
を
持
っ
て

　
お
ら
れ
る
方
、
ま
た
は
、
本
年
４
月

　
１
日
ま
で
に
取
得
で
き
る
方

▼
願
書
受
付
期
間
　
２
月
１
日
㈬
か
ら

３
月
16
日
㈮
必
着
（
土
、
日
、
祝
日

を
除
く
）

▼
願
書
受
付
場
所
　
学
校
教
育
課
ま
た

は
教
育
事
務
所
（
教
育
振
興
室
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
学
校
教
育
課

（
☎
　
２
４
０
９
）
、
加
東
教
育
振

興
室
（
☎
０
７
９
５
　
９
４
４
３
）
、

　
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

  

（
☎
０
７
８－

３
４
１－

７
７
１
１

 

東
播
磨
各
地
で
活
動
し
て
い
る
吟
詠
、

詩
舞
、
日
本
舞
踊
、
邦
楽
、
和
太
鼓
、

阿
波
踊
り
な
ど
の
伝
統
芸
能
団
体
が
、

珠
玉
の
芸
を
披
露
し
ま
す
。

　
ご
家
族
、
友
人
と
お
誘
い
あ
わ
せ
の

う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
２
月
26
日
㈰
10
時
30
分
開
演

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
　

エ
ク
ラ
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
　
無
料

※

先
着
２
０
０
人
に
粗
品
贈
呈

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
い
き
い
き
社
会
創

造
課
（
☎
　
２
４
４
５
）

小
野
市
公
共
下
水
道
　
　
　

都
市
計
画
変
更（
案
）の
縦
覧

平
成
24
年
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
童
生
徒
介
助
員
の
登
録
募
集

小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
の
　
　
　
　
　
　
　

非
常
勤
講
師（
初
任
教
員
研
修
）募
集
　
　

◯63

◯63

◯63

◯63

◯63

◯42

就学通知書（小学校）

芸
能
祭

「
第
29
回
東
は
り
ま
芸
能
祭
」開
催
　
　
　 

）

教
　
育

新
入
学
児
童
生
徒
に
就
学
通
知
書

を
送
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
　
祉

母
子
家
庭
な
ど
の
特
別
相
談
　
　
　
　 

都
市
計
画
の
縦
覧

用
途
地
域
の

見
直
し（
案
）な
ど
を
縦
覧
　
　
　
　 

市
場
町
南
山
地
区
地
区

計
画
の
変
更（
案
）を
縦
覧

年
　
金

年
金
相
談
に
お
越
し
を
　
　
　 

国
民
年
金
保
険
料
は
、

口
座
振
替
で
１
年
前
納
が

も
っ
と
も
お
得
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
母
子
家
庭
（
父
子
家
庭
含
む
）
の
方

を
対
象
に
、
専
門
家
に
よ
る
特
別
相
談

を
行
い
ま
す
。

　
慰
謝
料
・
養
育
費
請
求
な
ど
の
法
律

に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
３
月
１
日
㈭

▼
申
し
込
み
期
限
　
２
月
15
日
㈬

▼
相
談
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
３
０
４

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
（
☎
　
１
６
４
５
）

▼
日
時
　
２
月
22
日
㈬
10
時
か
ら
15
時

30
分

▼
内
容
　
明
石
年
金
事
務
所
の
職
員
ら

が
年
金
請
求
手
続
き
・
ね
ん
き
ん
特

別
便
・
そ
の
他
年
金
に
関
す
る
相
談

な
ど
に
応
じ
ま
す
。

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
２
階

※

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

　
予
約
が
必
要
で
す
。
市
民
課
市
民
係

　
の
窓
口
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電

　
話
で
も
可
）。

▼
定
員
　
48
人

▼
予
約
申
し
込
み
確
認
事
項
　
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
基
礎
年
金
番

号
・
電
話
番
号
・
相
談
内
容

▼
予
約
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
市
民
係
（
☎
　
１
０
１
６
）

　　
保
険
料
は
、
支
払
い
方
法
に
よ
っ
て

お
得
な
割
引
料
金
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
口
座
振
替
に
よ
る
１
年

前
納
が
最
も
お
得
な
納
付
方
法
。
例
え

ば
、
平
成
23
年
度
１
年
間
の
保
険
料
を

口
座
振
替
で
前
納
し
た
場
合
、
３
，
７

８
０
円
の
割
引
と
な
り
ま
し
た
。

※

口
座
振
替
に
よ
る
１
年
前
納
以
外
に

も
６
か
月
前
納
、
毎
月
納
付
（
早

割
）
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
明
石
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
８－

９
１
２－

４
９
８

　
市
民
課
市
民
係
（
☎
　
１
０
１
６
）

　
用
途
地
域
の
見
直
し
（
案
）
お
よ
び

地
区
計
画
（
案
）
を
縦
覧
し
ま
す
。

▼
地
区
　
中
島
町
南
地
区（
黒
川
町
・
敷

地
町
・
王
子
町
・
中
島
町
の
各
一
部
）

▼
縦
覧
場
所
　
ま
ち
づ
く
り
課

▼
縦
覧
期
間
　
２
月
27
日
㈪
か
ら
３
月

12
日
㈪
ま
で
　

▼
意
見
書
の
提
出
　
こ
の
案
に
対
し
て
、

　
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
、

市
長
宛
て
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り
課
都

市
整
備
係
（
☎
　
１
８
８
４
）

　
市
場
町
南
山
地
区
の
変
更
地
区
計
画

（
案
）
を
縦
覧
し
ま
す
。

▼
変
更
す
る
地
区
計
画
　
市
場
町
南
山

地
区

▼
縦
覧
場
所
　
ま
ち
づ
く
り
課

▼
縦
覧
期
間
　
２
月
27
日
㈪
か
ら
３
月

12
日
㈪
ま
で
　

▼
意
見
書
の
提
出
　
こ
の
案
に
対
し
て
、

　
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
、

市
長
宛
て
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り
課
都

市
整
備
係
（
☎
　
１
８
８
４
）

広報「おの」　2012.2 14

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
24
年
度
の
１
年
前
納
（
口
座

振
替
）
の
受
け
付
け
は
、
２
月
末
ま

で
で
す
。
金
融
機
関
ま
た
は
明
石
年

金
事
務
所
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◯63

◯63

◯63

◯63 ◯63

０
）

同じ前納でも
支払い方法で
580円の差が…１

年
前
納

４
月
〜
翌
年
３
月
分
を

ま
と
め
て
納
付

毎月保険料を納めた場合
15,020円×12か月＝180,240円

口座振替で納めた場合の納付額

176,460円　　　　3,780円お得
●申込期限…毎年2月末まで
●手 続 き…金融機関、明石年金事務所

177,040円　　　　3,200円お得
●納付期限…毎年4月末まで
●納 付 先…金融機関、コンビニエンスストア

これが

納付書（現金）で納めた場合の納付額
割引額

割引額

（平成23年度の場合）



暮
ら
し
の
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ゴ
ル
フ
・
ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
・
選
挙
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ふ
る
さ
と
『
小
野
』
の
歴
史
を
よ
り

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
説
明
を

聞
き
な
が
ら
歩
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
今
回
は
、
「
神
鉄
粟
生
線
ウ
ォ
ー
ク

de
ス
タ
ン
プ
＆
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
と
提

携
。
駅
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
訪
問
先
の
ク
イ
ズ
に
答
え
る
と
、

素
敵
な
賞
品
も
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
身
近
な
歴
史
を
学
び
、

賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
て
、
楽
し
く
歩
き
ま

し
ょ
う
。

▼
参
加
料
　
無
料

▼
参
加
賞
　
ハ
ン
カ
チ

▼
持
ち
物
　
水
分
補
給
用
ド
リ
ン
ク
・

タ
オ
ル
・
探
訪
証
明
書
（
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
当
日
発
行
し
ま
す
。
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
小
野
市
観
光
協
会

（
観
光
課
内
・
☎
　
１
９
２
９
）

※

神
鉄
粟
生
線
ウ
ォ
ー
ク
de
ス
タ
ン
プ

＆
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先
は
「
神
鉄
グ
ル
ー
プ
総
合
案

内
所
（
☎
０
７
８－

５
９
２－

４
６

１
１
）」

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成
24

年
４
月
19
日
に
任
期
満
了
と
な
る
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
の
日
程
を
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

▼
告
示
日
　
４
月
８
日
㈰

▼
立
候
補
届
出
日
　
４
月
８
日
㈰
８
時

30
分
か
ら
17
時
ま
で

※

立
候
補
に
必
要
な
書
類
は
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
投
票
日
　
４
月
15
日
㈰

▼
投
票
時
間
　
７
時
か
ら
20
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
☎
　
１
０
０
７
）

　
平
成
24
年
３
月
31
日
に
確
定
す
る
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
次
の
と

お
り
縦
覧
し
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
　
２
月
23
日
㈭
か
ら
３
月

８
日
㈭
ま
で

▼
縦
覧
場
所
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
室

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
☎
　
１
０
０
７
）

観
　
光

「
第
44
・
45
回 

小
野
史
を
歩
く
」

　
　
神
鉄
粟
生
線
ウ
ォ
ー
ク
de

　
　
ス
タ
ン
プ
＆
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
　
挙

小
野
市
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
の
日
程
決
ま
る
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◯63

◯63

◯63

小
野
市
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

44回 45回

開催日時

集合場所

距　　離

コース名

2月19日（日）
10：00～

3月11日（日）
10：30～

11㎞ 7㎞

国宝浄土寺と広
渡廃寺跡歴史公
園を訪ねる

夢の森公園、金
鑵城遺跡広場を
訪ねる

小野駅 粟生駅

※駐車場はありません。

選挙区 区　域 定　数

小野・
市場地区

河合・
来住地区

大部・
下東条地区

4人

4人

6人

第1

第2

第3

かわい歴史ウォーク

日時 2月25日（土）　
9：30～（受付9：00）※小雨決行

集合 河合小学校

◆コース（7㌔）

　河合小学校 →河合城跡 →小堀城跡→

　堀井城跡→金鑵城遺跡広場→河合小学校

― 2月のハートフルウォーキング ―

●問い合わせ先　
　体育保健課（☎63-2591）

●主催
　おのハートフル歩人会

●駐車場　河合小学校

●参加料　無料

（JR加古川線河合西駅から南へ400㍍）

好古館の専門
スタッフによる

わかりやすい歴史解説
もあるよ

ゴ
ル
フ

第
９
回
ハ
ー
ト
フ
ル
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

参
加
者
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
　
　
　
　
　
　

ス
テ
ッ
プ
＆
ズ
ン
バ
ゴ
ー
ル
ド
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
学
校
体
育
施
設（
体
育
館
）
　
　

開
放
事
業
の
登
録
申
請
・
説
明
会
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
日
時
　
３
月
27
日
㈫

▼
場
所
　
小
野
グ
ラ
ン
ド
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
オ
ー
ル
ド
コ
ー
ス（
中
谷
町
）

▼
募
集
人
員
　
80
人
（
20
組
）

※

先
着
順

▼
参
加
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

▼
競
技
方
式
　
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク

プ
レ
ー
（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
）

▼
プ
レ
ー
代
　
８
，
５
０
０
円
（
セ
ル

フ
プ
レ
ー
・
昼
食
代
込
）

▼
参
加
料
　
２
，
０
０
０
円

※

プ
レ
ー
代
、
参
加
料
共
に
当
日
支
払

　
い

▼
申
し
込
み
期
間
　
２
月
13
日
㈪
か
ら

29
日
㈬
ま
で

※

平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で

▼
申
し
込
み
方
法
　
小
野
市
ゴ
ル
フ
協

会
事
務
局
へ
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
、
送
付
後
に
確

認
の
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
申
込
書
が
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
（
『
小
野

市
ゴ
ル
フ
協
会
』
で
検
索
）

▼
注
意
事
項
　
１
人
で
も
参
加
で
き
ま

　
す
。
４
人
未
満
の
場
合
は
他
の
方
と

　
の
組
み
合
わ
せ
と
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
小
野
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
（
小
野

商
工
会
議
所
内
・
☎
　
１
１
６
１
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
３
４
６
０
）

　
踏
台
を
使
っ
た
ス
テ
ッ
プ
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
と
、
ラ
テ
ン
系
の
音
楽
と
ダ
ン
ス

を
組
み
合
わ
せ
た
ズ
ン
バ
ゴ
ー
ル
ド
。

ど
ち
ら
も
初
心
者
や
高
齢
者
の
た
め
に

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
楽
し
く
踊
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
解
消
や
足
腰
の
強

化
が
期
待
で
き
る
新
感
覚
の
運
動
で
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
２
月
18
日
㈯
13
時
30
分
か
ら

　
15
時
30
分
ま
で

▼
場
所
　
市
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

　
軽
運
動
室

▼
講
師
　
鈴
江
眞
由
美
さ
ん
（
フ
リ
ー

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
対
象
　
満
15
歳
以
上

▼
定
員
　
30
人

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

▼
参
加
料
　
１
，
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
期
限
　
２
月
14
日
㈫

▼
申
し
込
み
方
法
　
同
館
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
記
入
し
て
窓
口
で
申
し

込
ま
れ
る
か
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
と
ス
ポ
ー
ツ

講
習
会
参
加
希
望
と
記
入
の
う
え
、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
総

合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）
　
〒
６
７
５

－

１
３
７
８
　
小
野
市
王
子
町
９
１

７
番
地
の
１
（
☎
　
７
０
０
０
・

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
７
５
６
０
）

　
市
内
の
学
校
体
育
館
を
夜
間
な
ど
定

期
的
に
使
用
す
る
場
合
、
事
前
に
登
録

手
続
き
が
必
要
で
す
。
平
成
24
年
度
の

使
用
グ
ル
ー
プ
の
登
録
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
に
在
住
、
在
勤
の
方
が

５
人
以
上
で
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ
で

成
人
の
監
督
者
を
含
む
こ
と
が
原
則

で
す
。

▼
登
録
方
法
　
所
定
の
登
録
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
２
月
27

日
㈪
ま
で
に
体
育
保
健
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
申
請
書
の
備
え
付
け
場
所
　
体

　
育
保
健
課
・
市
総
合
体
育
館
（
ア
ル

　
ゴ
）
・
匠
台
公
園
体
育
館
（
お
の
ア

　
ク
ト
）
・
各
コ
ミ
セ
ン

▼
体
育
館
開
放
時
間

○
平
日 

19
時
か
ら
22
時
ま
で

○
土
・
日
・
祝
祭
日
　
９
時
か
ら
22
時

ま
で

※

学
校
行
事
な
ど
の
支
障
が
あ
る
場
合

は
開
放
し
て
い
ま
せ
ん
。

▼
使
用
料
　
学
校
体
育
施
設
（
体
育

館
・
格
技
場
）
の
使
用
料
（
１
回

分
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
体
育
館
】
　
小
野
小
・
河
合
小･

中

番
小･

下
東
条
小･

小
野
中･

河
合
中･

小
野
南
中
（
１
，
３
０
０
円
）
／
小

野
東
小･

来
住
小･

市
場
小･

大
部
小･

旭
丘
中
・
小
野
特
別
支
援
（
１
，
０

０
０
円
）

【
格
技
場
】
　
河
合
中 ･

小
野
南
中 ･

旭
丘
中
（
１
，
０
０
０
円
）

▼
説
明
会
　
登
録
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
説
明
会
と

使
用
日
な
ど
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

○
日
時
　
３
月
６
日
㈫
16
時
か
ら

○
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
　
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
ホ
ー
ル

▼
登
録
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
体
育

　
保
健
課
（
☎
　
２
５
９
１
）
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暮
ら
し
の
情
報

小
野
う
ま
い
も
ん
ブ
ラ
ン
ド
・
小
野
商
店
街
・
生
徒
募
集
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

広報「おの」　2012.219

生
徒
募
集
（
４
月
入
学
）

兵
庫
県
い
な
み
野
学
園
　
　
　

高
齢
者
大
学
の
入
学
生
募
集

　
　
　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム

「
北
播
磨
小
児
救
急
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催
　

　
　
　
　

県
立
神
戸
高
等
技
術
専
門
学
院

学
院
生
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　　

◯63

▼
対
象
　
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
　

方
（
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

▼
募
集
講
座

①
大
学
講
座
（
４
年
制
）…

園
芸
・
健

康
づ
く
り
・
文
化
・
陶
芸
学
科

②
大
学
院
（
２
年
制
）…

歴
史
文
化
・

地
域
活
動
コ
ー
ス

▼
願
書
受
付
期
間
　
２
月
13
日
㈪
〜
27

日
㈪

▼
受
講
料
　
年
間
５
万
円

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
兵
庫
県
い
な
み
野
学
園
（
加
古
川
市

平
岡
町
新
在
家
９
０
２
番
地
３
・

　
☎
０
７
９－

４
２
４－

３
３
４
２
）

▼
対
象
　
仕
事
に
就
く
た
め
に
知
識
・

技
術
を
身
に
つ
け
た
い
方

▼
コ
ー
ス
　
▽
６
か
月
課
程
（
福
祉
調 

　
理
／
介
護
サ
ー
ビ
ス
）
▽
１
年
課
程

　
（
子
育
て
支
援
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
／
機

　
械
加
工
技
術
／
印
刷
加
工
な
ど
）
▽

　
２
年
課
程
（
イ
ン
テ
リ
ア
リ
フ
ォ
ー

　
ム
）

▼
募
集
期
限
　
３
月
７
日
㈬

※

コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
授
業
料
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
県
立
神
戸
高
等
技
術
専
門
学
院
（
神

戸
市
西
区
学
園
東
町
５
丁
目
２
番
・

　
☎
０
７
８－

７
９
４－

６
６
３
３
）

▼
テ
ー
マ
　
病
後
児
保
育
と
子
育
て
支

援
▼
開
催
日
時
　
２
月
19
日
㈰
14
時
か
ら

　
17
時
ま
で
（
途
中
の
入
退
は
自
由
）

▼
開
催
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク

　
ラ

▼
主
な
内
容

○
基
調
講
演
「
神
戸
市
に
お
け
る
病
後

児
保
育
」
高
橋
利
和
先
生
（
た
か
は

し
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

○
発
表
「
保
育
所
の
抱
え
て
い
る
問

題
」
ほ
か

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

○
ア
ド
バ
イ
ス
コ
ー
ナ
ー
（
体
温
の
測

　
り
方
な
ど
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
小
野
市
民
病
院

（
☎
　
２
０
２
０
）

水洗化率100％を目指して

井戸水を使用して下水道へ流されてい
る皆さんへ

　

　下水道は、生活雑排水や工場などの汚水を処理

し、周辺環境の改善と公衆衛生の向上を図る大切

な施設です。特にトイレの水洗化が促進されるこ

とによって、より快適で衛生的な生活環境が実現

します。

　一方、公共下水道が整備され、供用が開始され

た場合、排水設備を設置し、汲み取り便所を3年

以内に改造することが法律で義務づけられていま

す。（下水道法第10条および第11条の3）

　市では平成2年に下水道の供用を開始して以来、

平成23年9月末現在で水洗化率が93.4%となっ

ています。ただ、一方で「悪臭がする」といった苦

情が寄せられることもあり、さらなる水洗化率の

向上が急務となっています。

　生活環境を向上させるため、市では引き続き未

水洗のお宅を訪問して水洗化のお願いをしていま

す。より一層のご理解とご協力をお願いします。

　井戸水を使用して下水道へ流されている場合は、
届出が必要になります。また、既に届出済みの方
で使用形態が変わった場合（人数・メーターの変更、
廃止など）も届出が必要です。
●問い合わせ先　水道部お客様センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎63-1012）

水道部からのお知らせ

98
96
94
92
90
88
86

市内各地区の水洗化率
市平均
93.4％

小野 河合 来住 市場 大部 下東条

●問い合わせ先　水道部管理グループ
　　　　　　　　  （☎63-1000　内線567）

。）
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長
い
間
、
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

い
た
小
野
商
店
街
振
興
組
合
商
品
券
で

す
が
、
利
用
者
の
減
少
も
あ
り
２
月
29

日
㈬
か
ら
各
加
盟
店
で
利
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　
未
使
用
の
商
品
券
を
お
持
ち
の
方
は
、

利
用
期
間
終
了
日
ま
で
に
各
加
盟
店
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

小
野
商
店
街

小
野
商
店
街
振
興
組
合
の
　
　
　
　
　
　

商
品
券
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

̶ 利用期間終了後の取り扱い ̶
●払い戻し期間　3月1日（木）～5月31日（木）
●払い戻し窓口　上月結納店（小野商店街内）
●問い合わせ先　小野商店街振興組合（上月結納店・☎63-7201）

冷凍うどん
新部町644番地の2　太閤の渡し

小野産小麦粉を使用し、風味とコシを持ち
合わせる（200㌘×5個入り500円）

小
野
う
ま
い
も
ん
ブ
ラ
ン
ド

認
証
品
　
新
た
に
６
品
目
が
加
わ
り
45
品
目
に
！

　
市
で
は
、
平
成
15
年
８
月
よ
り
、
小
野
産
の
こ
だ
わ
り
の
あ
る
農
産
物
特
産
品
を
認
証
し
Ｐ
Ｒ
す
る

「
小
野
う
ま
い
も
ん
ブ
ラ
ン
ド
」
認
証
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
新
た
に
６
品
目
が
認
証
品

と
し
て
仲
間
入
り
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

認証
№41

本格手打ちそば
下来住町484番地の2
NPO法人ぷらっときすみの

地元産そば粉を使用し「ぷらっときすみの」店内
で提供しているお蕎麦（ざるそば550円ほか）

認証
№40

ジャム
粟生町1816番地の2　グループとまと

いちご、甘夏、ゆず、トマト、いちじく、
りんごの6種類（1個400～450円）

認証
№43

太茶ん（たいちゃん）
新部町644番地の2　太閤の渡し

小野産小麦の原麦を焙煎した小麦茶
（400㌘500円）

認証
№42

認証
№45

おの想い
小野産小麦ふくほの香焼酎振興協議会

麹まで小野産小麦にこだわった本格麦焼酎。
アルコール度数25度（1800㍉㍑2000円ほか）

認証
№44

お
の
恋

小
野
産
小
麦
ふ
く
ほ
の
香
焼
酎
振
興
協
議
会

「
お
の
想
い
」の
プ
レ
ミ
ア
ム
バ
ー
ジ
ョ
ン
。

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
35
度

   

　
　
　
　
（
７
２
０
㍉
㍑
２
４
０
０
円
・

      

　
　
　
　 

箱
入
り 
３
０
０
０
円
）



施 設
だ よ り

おの夢館
上本町94番地（☎・FAX 63-2126）

　地域の皆さんに「より愛
される憩いのスペース」を
目指して、リニューアルを
実施しています。
　2月は地域の方々と協力
し、内装などの一部変更を行います。「新しく
生まれ変わったおの夢館」にお立ち寄りくださ
い。
●開館時間　13：00～17：00（水曜休館）

好古館
西本町477番地（☎ 63-3390・FAX 63-3462）

春一番！ ビッグひなまつり

　これまで市民の方々から寄贈していただいたひ
な人形を1階のロビーいっぱいに展示します。
　昭和時代の内裏びなを中心に、段飾りや御殿飾
り、立びなの人形を約30組、羽子板20数点、掛
軸なども合わせて展示します。

●日　時　2月3日（金）～4月3日（火）
　　　　　9：30～17：00
●場　所　好古館1階ホール
●休館日　月曜日（祝日の場合は、その翌日が休
　　　　　館）
●入館料　高校生以上200円、小中学生100円
※団体割引あり。ココロンカード持参の小中学生
　は無料

ひなまつりの衣装・十二単を着ませんか？
●日　時　3月3日・4日・
　10日・11日・17日・　
　18日・20日・24日・
　25日・31日（土・日・
　祝日の10日間）
　10：00～15：40

●場　所　好古館研修室
●定　員　１日6組（2人1組で45分）
●対　象　身長130㎝以上の方
●参加料　無料（入館料要・ココロンカード持参の
　小中学生は無料）
●申し込み方法　直接好古館でお申し込みいただ
　くか、ハガキかファクス、メールで、住所・2
　人の氏名・電話番号・身長・着付希望日を明記の
　うえ、当館までお送りください。
※希望日は複数記載可。
※応募者多数の場合は抽選。
●申し込み期間　2月1日（水）～15日（水）必着

あお陶遊館アルテ

短期講座生募集～抹茶碗づくり～

春期教室受講生募集（4月スタート）
●申し込み期間　2月5日（日）～29日（水）
●申し込み方法　当館窓口に備え付けの申込用紙
　に必要事項を記入のうえ、申し込みください。

  7,000円
（市外の方

　10,500円）

  8,000円
（市外の方

　12,000円）

10,000円
（市外の方

　15,000円）

4～6月
12回

（毎週1回）

各コース
10人

各コース
15人

各コース
8人

午前コース（木・土）
　9：30～12：00

昼コース（火・日）
13：30～16：00

昼コース（火・木）
13：30～16：00

午前コース（火）
　9：00～12：00

昼コース（土）
13：00～16：00

夜コース（金・土）
18：30～21：30

春　期
初心者
教　室

春　期
中級者
教　室

春　期
ろくろ
教　室

コース名 定 員 期 間 受講料

※各コースとも申込者が4人以下の場合は開講できません。

●日　時
　【1回目】3月4日（日）
　【2回目】3月5日（月）
　両日とも9：30～12：00
　※どちらも内容は同じです。
●場　所　当館
●定　員　各回15人（先着順）
●対　象　5歳以上の方
●受講料　600円（市外の方900円）
●申し込み期間　2月5日（日）～25日（土）
●申し込み方法　当館窓口に備え付けの申込用紙
　に必要事項を記入のうえ、申し込みください。

粟生町1816番地の7（☎・FAX 66-7789）
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掛軸 段飾り 内裏雛
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病
院
の
診
療
時
間
外
に
子
ど
も
が
病

気
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。
救
急
受
診
の
目
安
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
が
よ
け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の

場
合
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
平
常
の
診
療

時
間
に
な
る
の
を
待
っ
て
受
診
す
る
の

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
電
話
相
談
、

こ
ど
も
の
救
急
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
活
用
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だ
さ

い
。

●
北
播
磨
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
　

【
☎
　
１
３
７
１
　
18
時
〜
22
時

（
日
・
祝
・
年
末
年
始
除
く
）】

●
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

①
☎
♯
８
０
０
０
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・

　
携
帯
電
話
）

②
☎
０
７
８－

７
３
１－

８
８
９
９ 

　
（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電
話
）

※

月
〜
土
曜
日
18
時
〜
24
時
　

　
日
・
祝
・
年
末
年
始
９
時
〜
24
時

●
お
か
あ
さ
ん
の
た
め
の
救
急
＆
予
防

　
サ
イ
ト

　http://kodom
o-qq.jp

※

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
３
か
月
未
満
の
乳
児

　
す
ぐ
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

時
期
の
乳
児
は
重
症
で
あ
っ
て
も
症
状

が
目
立
ち
ま
せ
ん
。

●
３
か
月
以
上
の
乳
幼
児

　

　
１
つ
で
も
当
て
は
ま
れ
ば
、
す
ぐ
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
の
項
目
に
も

該
当
し
な
け
れ
ば
、
翌
日
ま
で
待
っ
て
、

か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
症
状
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み
ら
れ
ま
す
か
？

　
１
つ
で
も
当
て
は
ま
れ
ば
、
す
ぐ
に

救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
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そ
の
ほ
か
、

次
の
症
状
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す
ぐ
に
受
診
し

て
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だ
さ
い
。
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一
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頭
が
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内
で
少
し
ず
つ
出
血
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、
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日
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お
子
様
の
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子
に
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化
が
な
い

か
気
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つ
け
て
見
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に

「
か
か
り
つ
け
医
」
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も
ち
、
で
き
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だ
け
診
療
時
間
内
に
受
診
し
て
、
夜
間

の
対
応
も
含
め
て
相
談
し
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お
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ま
し

ょ
う
。

▼
日
時
　
２
月
28
日
㈫
10
時
か
ら
15
時

　
30
分
ま
で
（
昼
休
み
も
実
施
）

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館

　
人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
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こ
と
の
で
き
な
い
血
液
は
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人
工
的
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つ
く
る
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ま
せ
ん
。
ま
た
、

採
血
後
は
長
期
の
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存
が
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ま
せ
ん
。

輸
血
に
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要
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血
液
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て
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た
め
に
は
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り
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の
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協
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。

　
献
血
は
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輸
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れ
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安
全
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献
血
を
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れ
る
方
の
健
康
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手
順
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ま
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①
献
血
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付
②
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診
票
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③
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診
お

よ
び
血
圧
測
定
④
ヘ
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グ
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、
血
液
型
の
事
前
判
定
⑤
献
血

（
２
０
０
㍉
㍑
・
４
０
０
㍉
㍑
）

※

小
野
市
で
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成
分
献
血
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し
て
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ま
せ
ん
。

　

献
血
に
ご
協
力
を
！

子
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も
の
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ば
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の

◯62
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診
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前
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熱
が
出
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以
上
）

”
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○
元
気
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っ
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る

○
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こ
が
出
な
い
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な
い

○
水
分
を
受
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○
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○
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て
頭
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る

○
呼
吸
が
苦
し
そ
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頭
部
の
打
撲

冬
期
は
血
液
が
不
足
し
ま
す

献
血
の
手
順

○
呼
び
か
け
て
も
反
応
が
な
い

○
け
い
れ
ん
が
あ
る

○
吐
く

○
意
識
は
あ
る
が
、
反
応
が
鈍
い
、

　
ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
る

○
目
や
耳
か
ら
出
血
し
て
い
る

○
出
血
が
止
ま
ら
な
い

○
頭
を
打
っ
た
直
後
に
意
識
喪
失
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あ
っ
た
が
、
１
分
以
内
に
戻
っ
た

○
打
っ
た
部
分
が
へ
こ
ん
で
い
る

　
○
食
欲
は
あ
り
ま
す
か
？

　
○
機
嫌
は
い
い
で
す
か
？

　
○
睡
眠
は
と
れ
て
い
ま
す
か
？

　
○
便
は
出
て
い
ま
す
か
？
　
い
い
便

　
　
で
す
か
？

　※

体
温
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
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施 設
だ よ り

市内のコミセン情報
詳しくは、各コミセンに問い合わせください。

「関西フィルハーモニー管弦楽団コンサート」

小野シネマナビ

好評
発売中

当日券
800円

　
　今年も、舞台公演・フリーマーケット・落語会な
ど、バラエティー豊かな内容を予定しています。
●日時　3月3日（土）11：30～16：00
　　　　　  4日（日）10：00～15：00  ※小雨決行
●場所　小野商店街、愛宕神社境内、好古館

◆商店街の落語会
　市内小田町出身の笑
福亭松喬さんの一門で
ある笑福亭喬楽さん、
林家笑丸さんによる落
語会を開催します。
●日時　3月3日(土)
　　　　13：00～14：30
●場所　コミセンおの分館『よって吉蔵』
●入場料　前売券1,000円（当日券1,200円）
※前売券はコミセンおので販売中

◆ライブコンサート出演者募集
　若者を中心とした市民グループによる音楽発表
の場として、ライブコンサートの出演者を募集し
ます。

王子町806番地の1（☎63-1020）コミセンおの
「小野陣屋まつり」

「小野書藝家Ｇ展」小野書藝家Ｇ展メンバー 2/6～18

2/20～3/3

日　程

「クリスマスイルミネーションフォトコンテスト作品展」
　　　　　　　　  主催：小野地区地域づくり協議会

展 示 内 容

市民ギャラリー展示案内

●前売価格　一般2,000円　大学生1,000円　小･　
　中・高校生　500円※全席自由※当日券は各500円増
●前売券発売場所　
　市民会館、好古館、図書館、各コミセン
●プログラム
○「関西フィルと一緒に歌おう合唱団・児童合唱団、
　演奏しよう吹奏楽団
　との共演」
○地元出身奏者とのピ
　アノコンチェルト
○藤岡幸夫「豪華絢爛
　魅惑のリズム」

●日時　2月19日(日)15：00～
●場所　市民会館大ホール「春との旅」２０１０年/日本　監督：小林　政広

※ゴールドカード
　提示で500円

2月25日（土） 

❶10：00～ 
❷13：00～ 
❸16：00～

福住町247番地の5（☎・FAX  67-0044）コミセン下東条　

 〆

●「初級デジカメ教室　風景写真の撮り方」
　受講生募集
　　3月11日（日）14：00～16：00
　　30人　　300円　　2月29日（水）定 ￥

時

王子町806番地の1（☎63-1020・FAX63-1138）

※詳細は問い合わせください

●日時　3月4日(日)10：00～15：00
●場所　小野商店街  第一薬局前軒先
●申込期限　2月10日（金）
●申込方法　コミセンおの窓口に備え付けの申込用　
　紙に必要事項を記入のうえ、申し込みください。　
（郵送・メール・ファクスも可）
※詳しくは、募集要項をご覧ください（ホームペー　　
　ジからダウンロード可）。応募者多数の場合は抽選。
●申し込み・問い合わせ先
　小野地区地域づくり協議会事務局（コミセンおの内）
　ホームページ：http://www8.ocn.ne.jp/̃onet

主催：小野地区地域づくり協議会

笑福亭喬楽林家笑丸

東日本大震災被災者へ応援の気持ちを込めて、
東北の民謡などを合唱します。

児童館チャイコム予定表（2～3月）
【ふれあいタイム】月～金（11：00～11：30）遊戯室
【つどいの広場】月・金・土（10：00～15：00）集会室

（都合により変更する場合があります）
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《遊戯室》11：00～11：30
ふれあいタイム・パパサタサロンなど

日
《集会室》10：00～15：00
つどいの広場・エコ工作など

図書館
中島町64番地（☎62-0456・FAX 62-0606）

●日　時　2月12日（日）10：00～11：00
●場　所　図書館2階　児童閲覧室
●対　象　市内在住の4歳～小学3年生（先着
　　　　　15人）
●内　容　折り紙や簡単な工作
●申し込み方法　図書館窓口カウンターで申
　し込みください（電話でも受け付け可）。
※工作に必要な道具は図書館が用意します。

「工作教室」申し込み受付中

　わが家のルール作りの参考に、「子育てに
元気が出る子育てのコツ」を学んでみません
か。
●日　時　3月4日（日）10：00～11：30
●場　所　児童館チャイコム　集会室
●対　象　子育て中の保護者
●定　員　50人（先着順）
●講　師　岩城敏之さん
　　　　 （キッズいわき・ぱふ代表）
●参加料　1家族300円
●託　児　20人（先着順・1歳以上・要予約・無料）
●申し込み方法　当館備え付けの申込用紙に
　必要事項を記入のうえ、申し込みください
　（ファクスも可）。

児童館チャイコム
浄谷町2859番地（☎・FAX63-8588）

2月の休館日

28日（火）
4日（土）
11日（土）
18日（土）
25日（土）

2月のお話会

10：30～
14：00～・14：40～
10：30～
14：00～・14：40～

　
　毎週土曜日にある「お話会」
は、お子様から大人まで、ど
なたでもお楽しみいただけま
す。
　内容は、心を配って選んだ絵本やストー
リーテリング※、手遊びなど。季節に合った
内容を心がけています。ぜひ、お越しくだ
さい。
※絵本などを使わず、語り手がお話を語ります。
　絵本とはまた違う楽しさを味わっていただけます。

『お話会ってどんなもの？』

「子育て講演会」参加者募集

定期清掃による臨時休館　3月2日（金）
　

            ̶

            ̶

絵本を楽しもう

            ̶

0歳児・ほのぼのひろば（10：30～11：00）     

            ̶

            ̶

            ̶

            ̶　　　　　　　　　　　

            ̶

            ̶

おしゃべりタイム（10：30～）　　

エコ工作を楽しもう
　　

エコ工作を楽しもう

おしゃべりタイム（10：30～）

            ̶

            ̶

 
           ̶

エコ工作を楽しもう

エコ工作を楽しもう　　　　

            ̶

            ̶　　　　　　　　　

            ̶

絵本を楽しもう

 

            ̶

            ̶

            ̶

おしゃべりタイム（10：30～）　　　　　

エコ工作を楽しもう
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3/1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

にこにこ子育て相談（9：45～11：00）

選んで遊ぼうコーナーあそび

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー）

親子で自由あそび

親子で自由あそび                 

みんなであそぼうリズムにのって

選んで遊ぼうコーナーあそび

バレンタイン工作

　

親子で自由あそび

親子で自由あそび

みんな一緒にお話聞こう(読み聞かせ)

みんなで体操1.2.3

選んで遊ぼうコーナーあそび

掲示板に表示する作品づくり

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー）

親子で自由あそび

親子で自由あそび

みんなで体操1.2.3

選んで遊ぼうコーナーあそび

みんなであそぼうリズムにのって

パパサタサロン「ひなかざりを作ろう」

親子で自由あそび

親子で自由あそび

みんな一緒にお話聞こう(読み聞かせ)

みんなで体操1.2.3

ひなまつり工作

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー）

親子で自由あそび

みんなであそぼうリズムにのって

にこにこ子育て相談（9：45～11：00）

選んで遊ぼうコーナーあそび

親子で自由あそび

パパサタサロン「作ってあそぼう」　　 

みんなでお祝い
ハッピーバースデーと豆まき
(10：30～11：30）

育児用品のとりかえっこ（10：00～11：20）※事前に交換品を持参された方対象

ほっと☆mam広場（10：30～11：30）
「遊んで・学んで・親子DAY」
※申込者対象

「子育てに元気が出る子育てのコツ」（10：00～11：30）※申込者対象

育児用品のゆずりますコーナー
（10：00～）

あそぼうよ！（10：30～11：30）
※1歳児以上対象

おしゃべりタイム（10：30～）

エプロンシアターをみよう
（10：30～11：30） 　　　　　　　　

定期清掃のため臨時休館

2月生まれのお友だち集まれ！　　
（9：45～10：15）　　　　　　　　　　　

わらべうたあそびを楽しもう
（10：30～11：30）
※1歳児以上対象          　
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2月の休館日　28日（火）
--

ご家族連れで本格的なオーケストラの演奏を、エクラ
ホールで体感していただけます。
◆出　演　兵庫芸術文化センター管弦楽団
◆場　所　エクラホール
◆入場料　前売：一　　　般  2,000 円
　　　　　　　　高校生以下  1,000 円
　　　　　当日：各 300円増（全席指定）
※3歳からご入場いただけます。

組み木展 in エクラ
～さわって遊べる手作りの木のパズル～

春休み PAC子どものための
オーケストラ・コンサート

木で作られた組み立てパズル「組み木」に触れ
てみませんか。
◆場　所　ハートフルサロン
◆入場料　展示：無料
　　　　　ワークショップ：有料
　　　　　（詳しくは事務局まで問い合わせ
　　　　　  ください。）

3月 16日（金）～ 18日（日）
9：00～17：00

（ワークショップは17日（土）・18日（日）9：30～16：30）

3月 25日 (日)  　 14：00開演

音出しから発表までを 1日で体験！楽器を持っていな
い方でも気軽に参加できます。
◆講　師　フルートアンサンブル
　　　　　 「SAKURAジェンヌ」
◆対　象　小学校 3年生以上の方
　　　　　（初心者でもＯＫ）
◆参加料　1,000 円　
◆定　員　30人

ハートフルサロンステージ 「1日フルートわいわいDAY」
エクラミュージックスクール

★2月    5 日（日）14：00 ～ 15：00
　アンクルン（インドネシアの民族楽器）の
　コンサート

★2月 12日（日）14：00 ～ 15：00
　ギター、カホン、ピアノの演奏

★2月 18日（土）14：00 ～ 15：00
　マンドリン 2台、マンドラ、
　マンドセロによる四重奏

2月 25日 (土)  　 10：00～16：00

好評
発売中

受講生
募集

《年 会 費》1,000円
（同世帯2人目からは、1人800円）
《有効期限》平成25年3月31日まで

《年 会 費》100円
《有効期限》平成25年3月31日まで
《対　　象》3歳～小学校3年生

   詳しくは事務局まで問い合わせください。

エクラホールで開催されるステージの裏方ボランティ
アの募集です。
◇舞台　◇照明　◇音響の
各部門でプロスタッフの補
助をしていただきます。
まずは見学からでもOK！
指導・研修など勉強会もしっ
かりやります。

「TEAM裏方」メンバー募集中！！

◆経験・知識は不問、高校生以上、ユニフォーム貸与
◆応募・問い合わせは
　NPO法人　北播磨市民活動支援センター
　TEAM 裏方 事務局までご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　☎63-8156（担当 藤原）

24年度エクラ友の会会員募集中！

24年度エクラキッズ会員募集中！

《相 談 日》2月20日（月）※1枠50分
   まずはお電話でご予約ください。
　NPO法人 北播磨市民活動支援センター
　☎63-8156

若者のための「個別相談窓口」

15時からは
講師と受講生が
ハートフルサロンス
テージでコンサート
を開催！！

   舞台の裏でも物語はすすんでいます…
そんな場所を支える縁の下の力持ち

（平成24年4月1日時点）　
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相談名 相談日時 相談場所 相談内容 担当課（電話番号）

月～金曜日
9：00～17：00

法　律
2月8日（水）・22日（水）
13：30～16：00

予約は1日の9時から受付します

市民サービス課相談室

要予約

生活上の問題・行政に関する相談

弁護士による法律的な解釈が
必要な問題など

人　権

要予約
あんしん窓口

消費生活

高齢者総合相談

住宅改造
（高齢者・障がい者向）

ふれあい福祉

障がい者総合相談

精神障がい者

児　童

子育て

にこにこ
子育て相談

子育て
安心ダイヤル
思春期

ホットダイヤル

不登校相談

乳幼児育児不安

女性のための相談

母子自立

いじめ等相談窓口
（ＯＮＯひまわりほっとライン）

法律相談

外国人生活相談

面接相談は要予約

一

般

相

談

障
が
い
者
相
談

子

ど

も

相

談

女
性
相
談

要予約

女性のための
医療相談　　　

要予約

要予約

要予約

2月15日（水）
13：30～15：30 コミセンおの302号室

月～金曜日
　9：00～12：00
13：00～16：00

生活環境グループ
月～金曜日

9：00～17：00
（消費生活相談員による相談は月・水・金）

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
9：00～17：00

火・木曜日
9：00～12：00

月～金曜日
9：00～17：00

2月17日（金）
13：00～15：00

木曜日
9：00～12：00

月～金曜日
9：00～16：00

月～土曜日
10：00～17：00

2月1日（水）
9：45～11：00
月～金曜日

9：00～16：30
月～金曜日

9：00～16：30
月～金曜日

13：00～17：00

月～土曜日
9：00～16：00

木曜日

月～金曜日
9：00～17：00

木曜日
13：30～16：00

月～金曜日
9：00～17：00

毎月第1土曜日
13：00～16：00

人権に関すること

小野市民病院
地域医療室内
医療福祉相談室

医療福祉に関する悩みなど

商品や契約の苦情に関する問題

介護・認知症に関する相談等

うるおい交流館エクラ
事務室 生活上の問題

福祉事務所相談室 生活上の悩みなどの母子の
自立に向けた相談

小野市民病院
医療福祉相談室

看護師による
「医療に関する悩み」など

市民安全部
ヒューマンライフグループ

いじめ、虐待、DV、セクハラなど
いじめ相談

小野警視派出所2階 法律問題全般に関すること

子どもの健康・栄養・発達に
関すること

体のこと・性のこと

適応教室 不登校に関して、電話と面接相談
で応じます

来住保育所
（小野市地域子育て支援センター）

乳幼児の子育ての悩みなど

うるおい交流館エクラ
相談室

女性が抱えるさまざまな問題
※託児可能（要予約・無料）

伝統産業会館内
保健センター

社会福祉協議会会議室 生計、職業、住宅、家族の悩みなど

西庁舎１階 障がい者（児）の日常生活に
おける相談

社会福祉協議会会議室

福祉事務所相談室 家庭環境、子育ての悩みなど
（養護、虐待など）

子育てに関すること

特に発育・栄養に関すること
児童館チャイコム

日常生活上での悩みごと

福祉事務所相談室
高齢介護課相談室

高齢介護課相談室

バリアフリー化など住宅改造に
関すること

市民サービス課
63-1013

人権啓発推進グループ
63-1243

小野市民病院
63-2020 内線188

生活環境グループ
63-1686

地域包括支援センター
63-2174

高齢介護課・社会福祉課
63-1011

社会福祉協議会
63-2574

障害者地域生活・
相談支援センター

63-1000 内線725・735

子育て支援課
（家庭児童相談室）
63-1645

児童館チャイコム
62-7020

保健センター
63-3977

来住保育所
（小野市地域子育て支援センター）

62-8428
男女共同参画センター
相談専用電話
63-8250

小野市民病院
63-2020 内線188

国際交流協会事務局
62-6763

いじめ担当グループ
62-4110

小野交通安全協会事務局
62-1410

社会福祉課障害福祉係
63-1011

子育て支援課
63-1645

（電話相談） 　9：30～11：30
（面接相談）13：00～16：00

お気軽にご相談ください。相談窓口相談窓口相談窓口 相談日が祝・祭日と重なるときは、休ませていただく場合があります。

適応教室
63-4175

市民・行政
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　今年のNHK大河ドラマは
「平清盛」だ。戦前・戦後はず
いぶん悪役に見られていたが、
近年は武家政治の先駆者とし
て評価が変わってきた。私の
大学の先輩である高橋昌明・
神戸大名誉教授は、平氏政権
を「六波羅幕府」とまで位置づ
けている。大河ドラマはどう

描くか、これから楽しみだ。
　平家のライバルはもちろん
源氏で、その主役は源義経。
彼がどのようにドラマに登場
するかも興味深い。さらには、
三草山合戦（加東市）から神
戸・一の谷へ向かう義経が描
かれるのかどうかも関心のあ
るところだ。ドラマに先駆け、
小野市内に残る義経伝説の地
を訪ねてみよう。
　平家追討の命を受けた義経
軍が丹波路を駆けて三草山付近に到着したの
は、「平家物語」によれば元暦元年（1184年）2
月4日夜。すかさず夜襲をかけ、平家軍を敗走
させた。次いで一の谷を目指し、軍を二分し、
自らは播磨、摂津にまたがる山中に分け入る。
ここからの義経軍の進軍ルートが不明だが、
『小野市史』は「小野市域を通過していった」と
みる。明確な根拠は示されていないが、樫山
町あたりに点々と残る義経伝説の存在を無視
できなかったのだろうか。
　最も有名な伝説は、腹のすいた義経一行に
ハッタイ粉を与えた百姓家の老女の話だ。義
経はお礼に「粉喰（国井）」姓を与え、年貢も免
除したという。薬師堂の脇には「国位田碑」が
立ち、碑文は読み取りにくいが、「國位　源御
守護神　免租地」と刻まれているという。この
そばにあった国位田は明治9年まで租税が免除
されていたそうだ。さらに付近には義経の腰

掛石、弁慶の重ね石、粉くい坂など義経伝説
の旧跡が点在する。
　樫山町在住の国井姓の一人で、「小野の歴
史を知る会」副会長の国井正胤さん（76）も義
経伝説を伝える。「今年、大河ドラマにちな
んで、三草山から一の谷へのルートや伝説を
私なりにまとめてみたい」と意気込む。
　悲劇の英雄である義経への「判官びいき」
から各地に様々な伝説が生まれたのであろう。
ひょっとしたら後世の琵琶法師ら放浪の芸能

者がその土地その土地で
リップサービスし、地元
に合う義経伝説をばらま
いていったのだろうか。
または江戸時代に樫山村
の有識者（庄屋・僧侶・神
職ら）が租税免除目的や
村おこしで義経伝説を作
り上げたのかもしれない。
だとすれば、なかなかの
知恵者がいたものだ。

　昨年末、神戸で開かれた平清盛シンポジウ
ムに参加し、田辺眞人・園田学園女子大名誉
教授から三木市の判官神社の話を聞いた。そ
こにも腹のすいた義経一行ににぎり飯を出し
たという伝説があり、地元の人は、義経主従
が昨日通っていったかのように生き生きと話
をしたそうだ。
　小野の義経伝説の地でもこうあってほしい
し、さらには地域おこしにつなげたいものだ。
幸いに市観光協会ではすでに義経伝説マップ
を作成済みだし、ハッタイ粉を使ったクッ
キーも開発中だ。図書館では源平特集コー
ナーが設けられ、好古館ではコーナー展「義
経がやってきた！」も始まった。
　市民の皆様、この1年、「平清盛」ブームに
負けず、小野の義経伝説の地を散策し、地域
の歴史・伝説に思いを馳せられてはいかがで
しょう。

平家のライバル、源義経
小野の伝説の地を訪ねて

源義経が腰掛けていっぷくしたと伝えられる
「義経の腰掛石」＝樫山町
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中番小
学校編

　小規模の中番小学校では、６年生になると児童会、町別児
童会や縦割り「なかよし班」リーダーなど一人一役を任されま
す。上級生がリーダーシップを発揮するなか、みんなが「こ
んな６年生になりたい」と憧れるのが、今年１０年目を迎えた
「誉田太鼓」の勇姿です。
　今年は、２００人以上の地域の皆さんらが参加した「中番
フェスティバル」、来年入学する旭丘中学校「あさひ祭」に加
えて、「播州小野太鼓１５周年記念演奏会」と、３回の演奏機会
に恵まれました。地域の皆さんに支えられ、先輩から受け継
いだ伝統は、今年も確実につながっていくことでしょう。

つながる｢誉田の力｣脈々と

In recent years, football has become the most 
popular sport in America.
（近年、アメリカンフットボールはアメリカで1番人
気のあるスポーツになってきました。）

Football season begins in autumn and ends with a 
championship game called the “Super Bowl.” In 2012, 
the Super Bowl will be on February 5th. Because 
millions of people watch the Super Bowl on TV every 
year, advertisers also produce commercials to 
broadcast during the game. One 30-second 
commercial can cost about 3 million dollars!
（フットボールのシーズンは秋に始まって、「スー
パーボウル」という試合で終わります。2012年の
スーパーボウルは2月5日に行われます。毎年何百
万人もの人がテレビでスーパーボウルを見るので、
スーパーボウル中継ではたくさんの新しいCMが放
映されています。30秒のCM枠の価格は300万ド
ルと言われています。)

中
番
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ィ
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ル
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さ
ひ
祭

練
習
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州
小
野
太
鼓

15
周
年
記
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会

チャイちゃん・コムくんとクリスマス会を
12月16日に開催
　1部では、12月生まれのお友だちをみんなでお祝
いしました。
　成長の記念に手形のプレゼントを大好きなキャラ
クターからもらい、大喜びの子どもたちです。

　2部のクリスマス会がはじまると、チャイちゃ
ん・コムくんと一緒にうたったり、踊ったりし
て、大人も子どももノリノリ…。サンタさんか
らプレゼントをもらってニコニコ笑顔の子ども
たち。一足早いチャイコムのクリスマス会にな
りました。　　　　　　　　　     

クリスティーン・チェイス
先生の英語レッスン

児童館チャイコムだより

よ  でん
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まちの特派員による
取材記事などを紹介

１1/２７
河合小

１２/3
中谷

１２/１８
下東条

とうはん

災害に備える

　小野市と河合小学校主催の地
域防災訓練があり、地区防災組
織、小学校の児童、保護者、教
職員、消防、警察、自衛隊ら計
900人が参加しました。
　訓練の内容は、避難、消火救
出、児童引渡、バケツリレー、
消防防災ヘリ救出、炊き出しな
どで、いつ起こるかわからない
災害に備えるための貴重な体験
となりました。
           （河合小学校区　Ｋ子さん）

お父さんと
基地づくり

　みやま保育園で、“つみっく”
の先生の指導により遊戯室に
「基地」が完成しました。お父さ
ん11人が参加し、設計図にあわ
せ木材を組み立てました。
　子どもたちは、出来上がった
基地に大喜びし、屋根の上まで
上りはしゃいでいました。参加
したお父さんも、とても楽し
かったと、子どもの喜んでいる
様子に満足そうでした。
 　  （下東条小学校区　Ｋ.Yさん）

※つみっく（部屋を積木のように組み立てる）

寒さなんかに
負けないぞー

　スポーツクラブ21下東条
ウォーキング会（発足から9年）
によるウォーキング会がありま
した。
　手もかじかむ寒さの中、おそ
ろいの赤い防寒着に水色の帽子
を身につけた会員35人が福住町
や小田町を通るコース（約6㌔）を
歩かれました。
　会員の方は、ワイワイ話をし
ながら寒さに負けずウォーキン
グを楽しまれていました。
   （下東条小学校区　藤原登代子さん）

　12月4日、第15回小野フレンド
リーカップ（綱引き大会）が市総合
体育館（アルゴ）でありました。51
チーム510人が参加し、応援を含め
約700人が会場を埋め尽くす中、大
きな声援が送られていました。

「エネルギー利用」技術作品
コンテストで特許庁長官賞
中村春果さん（市場小6年）

そのほか6人も特別賞

　小中連携教育で、サイエンスゾー
ンとして取り組む、小野南中、市場
小、来住小の3校で、7人が特別賞
を受賞しました。

【そのほかの受賞者】敬称略
●日本アルミニウム協会会長賞
　冨田祐哉（来住小5年）
●日本産業技術教育学会奨励賞
　沖中基生、山田達也（来住小6年）
　依藤博士（小野南中3年）
　宮内虎大郎（小野南中2年）
●日本産業教育学会指導功労賞
　大山和宏（小野南中教諭）

　日本産業技術教育学会主催の第
14回エネルギー利用技術作品コン
テストで、中村春果さん（市場小6
年）の「電力不足を一挙解決！重力発
電機つきスカイツリー」が特許庁長
官賞に輝きました。
　同コンテストは、「エネルギーに
対する関心」や「エネルギーを工夫し
て利用する力」の向上を目的に、小
中高校生を対象に実施。

特許庁長官賞に選ばれた中村春果さんと
作品（表彰式のあった北海道旭川市で）

51チームが熱戦
小野フレンドリーカップ

 　　

一般男子 小野っ子魂ティーチャーズ

一般女子 大部スポーツ少年団  母

小学5・6年男子 河合スポーツ少年団野球部

小学5・6年女子 小野っ子魂

小学3・4年男子 小野FC4

小学3・4年女子 大部スポーツ少年団

部　　門 優 勝 チ ー ム

東播磨選抜美術展を見に行こう
●会期　2月24日（金）～26日（日）
●時間　9時～17時（最終日は15時まで）
●場所　西脇市民会館（☎0795-22-5715）

※受賞名・講評は、小野市美術展のもの（敬称略）

市長賞　
「結い」石井滋規

教育長賞
「よく育ったよ」石井明子

　夫婦で、コミセンの絵画教室に通っています。
　「結い」は白川郷に旅行した時、その雰囲気と作
業風景に感動し写真に撮り、家で完成させまし
た。
　「よく育ったよ」は、端正込めて作った野菜を描
きました。生産者として、主婦としての視点から
野菜を見つめて描きました。

商
工
会
議
所
会
頭
賞

「
華
」
藤
川
八
重
子

　コミセン下東条の書道サークルで15
年間習ってきました。今回は、花がふわ
りと柔らかく咲く、明るい情景をイメー
ジして細長い筆で書きました。

美術協会会長賞
「誕」藤原さつき

　双子の孫が生まれたのを記念して、命
の力強いイメージを念頭に書きました。
コミセン下東条の書道サークルで、良い
先生と仲間に恵まれたことが上達のきっ
かけでした。

　樹齢600年の山桜を、夜明けを待っ
て撮りました。5年ほど前から写真を
撮り始めました。小野市内の写真同好
会で活動しています。

市長賞
「冬景色」山﨑みち子

　20年間サークル陶で創作活動を続けてき
ました。母が亡くなった時、心にあいた穴を
埋めるために始めた陶芸が実を結びました。

市議会議長賞
「能面山姥」千羽高

　14年間能面作りを楽しんでい
ます。謡曲を習っていたので、能
面には思い入れがありました。

（講評）
壺の中に生き生きとした流れをよく表して
います

奨
励
賞

「
生
き
る
力
」
志
水
一
市

（講評）
面の表情がよくあらわれています

絵画の部

書道の部

写真の部 彫塑・工芸の部

第38回小野市美術展で入賞された市内の方々の作品が、東播磨選抜美術展で展示されます。

（講評）
左：作家の素晴らしい感性が伺われ敬服します
右：リズミカルで安定した力強い作品です

ご夫婦で
受賞されました
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平成２２年中に生まれられたお子さんを紹介しています。
（毎年1月号に募集記事を掲載、2月に募集を締め切っています）

礼衣の笑顔にいつも癒されてます。大好き♡（父　裕也さん、母　多重子さん）

黒川町
1歳4か月

 やまぐち            れい

いつも笑顔いっぱいありがとう
　　　　　 （母　奈美さん）

井上　心結ちゃん

古川町
1歳4か月

  いのうえ　　　　みゆ

音楽大好きな春馬

元気で優しい子に育
ってね

             （母　里都
子さん）

小塩　春馬ちゃん

小田町
1歳3か月

 こしお            はる
ま

「どうぞ。」が上手
な理仁。

優しい子になって
ね♡

               （母　
真紀さん）

嶋　理仁ちゃん

中町
1歳4か月

しま　　　りひと

我が家の癒し系♥
いつもニコニコ杏月ちゃん　　　　  （母　裕子さん）

藤原　杏月ちゃん

山田町
1歳3か月

ふじわら　　　 あづき

ひろくん、生まれて
きてくれ

てありがとう！

（父　順一さん、母
　昌美さん）

芝本　拓正ちゃん

久茂町
1歳3か月

しばもと　　　 ひ
ろまさ

いつもおてんばさん♡
明るく元気でいてネ！！
（父　真吾さん、母　聖子さん）

岩崎　妃真莉ちゃん

天神町
1歳4か月いわさき　           ひまり

山口　礼衣ちゃん

　市では、皆さんと一緒に、より美しく健康で安全なまちづくりを目指す、「マム プロジェクト」
に取り組んでいます。
　毎月、ハーブの魅力や美しいまちづくりについてご紹介します。

“ジンジャー（ショウガ）”

◆問い合わせ先　
観光課景観整備係（☎63-2182）

※マム（M：みんなの U：うつくしい M：まちづくり）

※

　日本古来のハーブ「ジンジャー（ショウガ）」を使って、寒さに負けない身
体をつくりましょう。
　ショウガには血行促進作用や、抗酸化作用のほか、
強い殺菌力があります。身体を中からあたため、新
陳代謝を高めるため、ダイエットにも効果的。
　今月は、ジンジャーティーの作り方を紹介します。

【作り方】
　ティーパックやティーポットで入れた紅茶（お好み
でミルクを入れても可）に、ショウガのおろし汁を小
さじ1杯弱加えるだけ。ショウガのおろし汁の量はお
好みで調整してください。
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身近な観光情報を発信

伝下司館跡（市場町）

　市場小学校の南にかつて下司館（げしやかた）と呼ばれ

る一角がありました。ここには南都焼き討ちを行った平

重衡（たいらのしげひら）の家来・下司次郎の屋敷があっ

たと伝えられています。

　源頼朝の挙兵をきっかけに平氏政権に反抗的な姿勢を

取り始めた奈良の寺院勢力に対して、平清盛は五男の重

衡に興福寺や東大寺を攻撃するよう命じます。

　治承4(1180)年12月28日、重衡は奈良坂で南都軍を

破り、奈良のまちが間近に見える場所に布陣します。夜

になり灯（あかり）を持ってくるよう家来に命じたところ、

家来が火攻めの攻撃と勘違いして周囲の民家に火を放っ

てしまいました。この火が強風にあおられ大火災となり、

東大寺や興福寺は焼失。犠牲者は数千人に及んだと言わ

れています。このとき火をかけた人物が、下司次郎友方

（「源平盛衰記」では俊方）です。

　下司館跡は、市場小学校の南の田んぼの中にあり、ほ

場整備前は屋敷が建っていた場所が少し高く、その周り

を堀の跡と思われる低い田んぼが巡っていました。

ほ
場
整
備
前
の
下
司
館
跡

現
在
の
下
司
館
跡

市場小学校

市場保育園

下司館跡

Ｍap

給食センターから
こんにちは

【材料】（4人分）

●鰆………4切れ（鯛やカレイ、鮭でもOK）
●酒………小さじ１　　●薄口醤油…大さじ１
●小麦粉…適量　　　　●揚げ油……適量
●大根……100g
　  酢…大さじ1／砂糖… 大さじ1／塩…2gＡ

【つくり方】
1．鰆に酒と薄口醤油で下味をつけ、小麦粉をまぶす。
2．揚げ油を180度に熱して、鰆を揚げる。
3．大根をすりおろし、Aの材料とまぜ合わせる。
4．揚げた鰆に、3をかける。

　節分が過ぎると、春はもうそこまで来ています。
　鰆は春に瀬戸内海でよく水揚げされる魚です。冬の鰆は寒さわらという
名前で、身のしまりがよく、揚げものに向いています。また冬が旬の大根
をおろしにすると、みぞれ雪のように見えます。このみぞれを鰆にかけると、
さっぱりした味わいになり、子どもにも人気のメニューです。

南都に火をかけた張本人の館

エネルギー　177kcal



2月 最新情報は
http://www.onokato-med.or.jp/

休日救急当番医（診療日時 日曜・祝日の9：00～18：00）
平日時間外内科系救急当番医（診療時間18：00～21：00）

日 月  火  水  木  金 土Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat
診療時間 9：00～18：00 診療時間 18：00～21：00（祝日は9：00～18：00）
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人　口　50,509人（前月比-31）
　男　　24,601人　　　女　　25,908人
世帯数　18,807世帯　　面積　  93.84㎞2

まちの動き
1 月1日現在

【内科】・【外科】
加東市民病院

　　加東市家原
0795-42-5511

12

松原メイフラワー病院
加東市藤田
0795-42-8851

6

　　加東市藤田
0795-42-8851

松原メイフラワー病院【外科】
王子町　64-2727

【内科】小島クリニック
11

井岡医院
菅田町
67-2367

7

井上医院
加東市沢部
0795-42-1190

25

井上医院
加東市沢部
0795-42-1190

2

岡村医院
敷地町　
62-4300

22

福岡クリニック
神明町
63-1600

7
兵庫青野原病院
南青野
66-2233

8

3
ますむら医院
加東市上滝野
0795-48-0704

2
土井病院
復井町
66-2119

6
清水内科クリニック
敷地町
62-1005

2/1
ひまわりクリニック
神明町
62-7209

5

【外科】

黒川町　64-0880
【内科】 松尾内科

中町　63-2020
小野市民病院

4

【外科】

粟生町　65-2810
【内科】 篠原医院

中町　63-2020
小野市民病院

嬉野診療所
加東市山国
0795-42-8477

4

8
吉川医院
加東市社
0795-42-0105

10
まつい子どもクリニック
敷地町
63-7366

兵庫青野原病院
南青野
66-2233

9

吉川医院【内科】

【外科】 小野市民病院
中町　63-2020

　　加東市社
0795-42-0105

19

　　加東市家原
0795-42-5511

加東市民病院【外科】
中町　63-2020

【内科】 小野市民病院
26

柏木医院
船木町
67-0199

3/1
育が丘クリニック
樫山町
62-8112

3

田渕医院
加東市新町
0795-48-0160

9
坂本医院
加東市上中
0795-42-6660

10

まえだクリニック
大島町
64-0771

28

桂　医院
加東市大門
0795-43-0252

21

山口内科医院
本町
64-0202

18

山口内科医院
本町
64-0202

29

13
松尾内科
黒川町
64-0880

24
小島クリニック
王子町
64-2727

嬉野診療所
加東市山国
0795-42-8477

27

14
神　医院
加東市森
0795-47-0144

16
篠原医院
粟生町
65-2810

15
つぼた小児科医院
西本町
62-2752

17
松本小児科医院
加東市社
0795-42-5105

20
ふるもとクリニック
加東市社
0795-40-0202

23
伊佐治医院
神明町
63-7887

森下クリニック
加東市社
0795-42-0024

5

◎「広報おの」は資源保護のため、再生紙を使用しています。

各種相談（予約制）　　加東健康福祉事務所
●HIV（エイズ）抗体検査・肝炎ウイルス検査・相談 （☎0795-42-9436）
　2月6日（月）・20日（月）・3月5日（月）13：30～14：30　※無料・匿名で受けられます　
●専門栄養相談（食事療法が必要な方の相談）　　（☎0795-42-9365）
　2月3日（金）・　3月2日（金）13：30～15：00
●思春期・ひきこもり相談  　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　  （☎0795-42-9488）
　3月1日（木）13：30～
●こころのケア相談    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　 　 （☎0795-42-9367）
　2月23日（木）13：30～

※教室には、開始時刻までにお越しください。　◯各教室・健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください。

北播磨小児科救急
曜　　　日
第　1　土曜日
第　3　土曜日

第 2・4 土曜日に続く日曜日

診療時間
12：00～18：00
10：30～18：00
 9：00～17：00

詳しくは、ホームページ「北播磨いきいき情報」をご覧ください。　
当番病院は、消防署（☎63-0119）で確認のうえ受診してください。

※当番医は変更することがありますので、新聞、消防テレフォン
サービス（☎63-7119）または、消防署（☎63-0119）で確認
してください。

※小児（１５歳以下）は、事前に医療機関に問い合わせたうえ受診し
てください。

健康カレンダー（保健センター ☎63-3977） 会場はすべて伝統産業会館です

2月   9日（木）
3月   8日（木）
2月 27日（月）
2月   6日（月）
3月   5日（月）
2月 14日（火）
2月   7日（火）
3月   6日（火）

内　　容 対　　　　　　　象 日　　程 時　　間
平成23年8月11日から平成23年11月10日生まれで未接種の乳児
平成23年9月10日から平成23年12月  9日生まれで未接種の乳児

平成23年10月生まれの乳児
平成22年  7月生まれの幼児
平成22年  8月生まれの幼児

平成20年11月26日～12月26日生まれの幼児
平成22年2月生まれの幼児
平成22年3月生まれの幼児

ネコの引き取り

献血

母子健康手帳交付

13：30～14：30

13：00～14：30

9：30～11：00※

9：00～16：30　

2月28日（火）10：00～15：30（昼休みも実施）　

4か月児健康診査

3歳児健康診査

2歳児教室

1歳6か月児健康診査

BCG予防接種

健
康
診
査

教
室

平日、窓口で行います。妊娠届出書（または妊娠連絡票）と印かんを持参ください。
妊婦健康診査助成券（上限75,000円分）をお渡しします。

月1回実施します。引き取りを希望される方は、市健康課（☎63-3977）へご連絡ください。
（保健センターが一時移転しているため、申出者へ日時・場所をお知らせします。）

ー


